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広
報
ひ
ら
ど
　
平
成
23年

9月
号

白平戸市役所も参加しています。

◎今月の表紙

◎人口の動き
■平戸市人口／35,813人（－35）
　男性／16,806人（－11）
　女性／19,007人（－24）
■世帯数　14,404戸（－3）
※（ ）は、前月との比較

平成23年8月1日現在

　８月６日、平戸ジャンガラ
フェスティバルからの一コマ。
平戸を代表する伝統芸能
「ジャンガラ」が一堂に会して
披露されるのは珍しく、数百
年前に一度行われて以来との
こと。会場に訪れた多くの見
物客や観光客のみなさんは、
先祖供養と豊作を願うジャン
ガラの踊りに感動した様子で
多くの拍手を送っていました。

　今月号でお伝えしていま
すが、今月20日についに
「平戸オランダ商館」が開館
します。それに併せて17
日から20日まで４日間「平
戸和蘭WEEK」が開催され
ます。これからの平戸の新
しいシンボルとなるこの商
館には、さまざまな人が関
わっています。来月号では、
「平戸和蘭WEEK」の様子や
オランダ商館復元への取り
組みの中で、日蘭交流をテ
ーマにしたページの掲載を
予定しています。

　今月20日、いよいよ「平
戸オランダ商館」がオープ
ンします。また、18日には、
オランダ・ノールトワイケ
ルハウト市と姉妹都市締結
します。みなさんは「オラ
ンダ」から何をイメージし
ますか？チューリップ、チ
ーズ、風車、サッカー、木靴、
小さなうさぎの女の子「ミ
ッフィー」もオランダ生ま
れ。今月は、平戸とオラン
ダの歴史的な時を一人でも
多くのみなさんと共有した
いと思っています。
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長崎県平戸市
2011.Autumn

平戸港交流広場会場

Hirado “Shin Ago” Festival 

時間 24日10:00～17:00
25日10:00～16:00

●あごだし麺（ラーメン・ちゃんぽん・うどん）
●あごのすり身揚げ●あごだし巻き卵
●あごだし鯛茶漬けなど

●塩あご●焼きアゴ（出汁用）●味付け加工品（塩味、醤油味）
●あご出汁パック●麺つゆ●あご醤油●あご飯の素など

●あご出汁椀子素麺早食い大会●ガラポン抽選会
●こども芸能フェスタなど
●NPOひらど遊学ねっとによる伝馬船での「昔あご漁体
　験」（有料）も予定しています

食

品

催

【食のコーナー】

【物販コーナー】

【イベントコーナー】

月 日 　 日 　24 25土 日

【あごあご出汁茶碗蒸し】出汁茶碗蒸し】
あわび姿煮入りあわび姿煮入り

【あご出汁茶碗蒸し】
あわび姿煮入り

※午前 11 時と午後２時から引き換えを行います。また、抽選補助
　券３枚で「平戸新米おにぎり」「新塩あご」と交換できます。

　300 円お買い上げごとに抽選補助券を１枚進呈します。
補助券３枚で平戸特産品が当たる「ガラポン抽選会」に１
回参加できます。
　限定の「あご出汁茶碗蒸し」は、補助券５枚で「茶碗蒸し
引換券」と交換できます。

Food

Sales

Event

lations

【あご出汁ラーメン】
あご出汁を使った醤油ベース
のスープと麺が絶妙の逸品。

【あご出汁ちゃんぽん】
美味しい平戸ちゃんぽんに、
あご出汁とあごの粉末をふり
かけて更に美味しい。

【あご出汁うどん】
あご出汁のスープと喉越しの
良い麺。あごのすり身天がう
まい。

限 定 400 食

【お問い合わせ】商工物産課内平戸あご祭り実行委員会（☎内線2278）

※1日200 食
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平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
跡
地
は
、
国
の
史

跡
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
往

時
を
し
の
ば
せ
る
遺
構
は
、
周
辺
に
オ
ラ

ン
ダ
井
戸
や
オ
ラ
ン
ダ
塀
な
ど
が
残
る
の

み
で
、
か
つ
て
こ
の
地
に
オ
ラ
ン
ダ
商
館

が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
想
像
す
る
こ
と

は
難
し
い
も
の
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
市

で
は
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
が
最
も
繁
栄
し

た
１
６
３
９
年
に
完
成
し
、
幕
府
の
命
令

に
よ
り
１
年
後
に
破
壊
さ
れ
た「
１
６
３

９
年
築
造
倉
庫
」の
復
元
事
業
に
昭
和
63

年
か
ら
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
倉
庫
は
、
商
館
施
設
の
中
で
も
最

も
大
き
く
、
立
派
な
建
物
で
あ
る
と
同
時

に
、
江
戸
時
代
初
期
の
日
本
と
海
外
と
の

交
流
を
象
徴
す
る
建
物
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

復
元
に
当
た
っ
て
は
、
関
係
資
料
が
十

分
と
は
い
え
ず
、
学
術
的
な
検
討
に
長
い

時
間
を
要
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
完
成
し
た
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館

１
６
３
９
年
築
造
倉
庫
は
、
当
時
の
オ
ラ

ン
ダ
商
館
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
、

ま
た
、
オ
ラ
ン
ダ
を
含
め
た
平
戸
の
海
外

交
流
史
や
、
こ
れ
か
ら
の
日
蘭
交
流
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
新
た
な
歴
史
を
刻
ん
で
い

く
こ
と
が
大
き
く
期
待
さ
れ
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
開
館
を
契
機
に
、

も
う
一
度
商
館
設
置
か
ら
移
設
ま
で
の
歴

史
と
復
元
か
ら
完
成
へ
の
道
の
り
に
触
れ

て
い
き
ま
す
。

平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館

　
　

設
置
か
ら
出
島
移
転

　　　

平
戸
は
古
く
か
ら
海
上
交
通
の
要
衝
と

し
て
の
歴
史
を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
１
６

０
９
年
か
ら
１
６
４
１
年
の
約
33
年
間
に

お
よ
ぶ「
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
」の
時
代
は
、

ひ
と
き
わ
華
や
か
な
時
代
で
し
た
。

　

オ
ラ
ン
ダ
と
の
関
係
は
１
６
０
０
年
に

豊
後（
現
在
の
大
分
県
臼
杵
市
）に
漂
着
し

た「
リ
ー
フ
デ
号
」か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
漂
着
は
、
偶
然
の
産
物
で
し
た
が
、

思
わ
ぬ
結
果
を
生
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

漂
着
し
た
乗
組
員
の
帰
国
の
知
ら
せ
を
聞

き
つ
け
た
平
戸
藩
主
松
浦
鎮
信（
法
印
）が

大
船
を
用
意
し
、
リ
ー
フ
デ
号
の
乗
組
員

を
東
南
ア
ジ
ア
へ
送
還
し
た
こ
と
で
、
１
６

０
９
年
に
日
本
と
の
交
易
を
求
め
る
オ
ラ

ン
ダ
船
２
隻（
ロ
ー
デ
・
レ
ー
ウ
・
メ
ッ

ト
・
パ
イ
レ
ン
号
、
フ
リ
フ
ー
ン
号
）が
、

は
じ
め
て
平
戸
に
来
航
し
ま
し
た
。

　　　

オ
ラ
ン
ダ
は
、
鎮
信（
法
印
）の
協
力
を

得
て
直
ち
に
駿
府
の
徳
川
家
康
の
も
と
に

使
節
を
派
遣
。
通
航
許
可
の
朱
印
状
を
得

て
平
戸
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
１
６
０
９
年
９
月
20
日
、
平

戸
に
商
館
の
設
置
を
決
議
す
る
と
、
初
代

商
館
長
に
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス
を
任
命

し
、
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

　　　　　

平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
は
、
そ
の
活
動
の

内
容
か
ら
大
き
く
２
期
に
、
そ
の
性
格
を

分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
タ
イ
オ
ワ
ン
事

件
の
影
響
で
商
館
が
一
時
閉
鎖
と
な
り
、

交
易
が
中
断
し
た
１
６
２
８
年
か
ら
１
６

３
２
年
を
挟
ん
で
、
設
置
当
初
か
ら
１
６

２
０
年
代
後
半
ま
で
の「
第
１
期
」。
１
６

３
３
年
か
ら
出
島
移
転
ま
で
の「
第
２
期
」

で
す
。

●平戸オランダ商館関連年表

現
代
に
蘇
っ
た
海
外
と
の
交
流
の

象
徴「
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
」

１
６
０
９
年
９
月
20
日
。

「
オ
ラ
ン
ダ
商
館
」設
置

日
蘭
交
易
の
契
機
と
な
っ
た
、

「
デ
・
リ
ー
フ
デ
号
」の
漂
着

設
置
か
ら
33
年
。

商
館
の「
繁
栄
」と「
終
幕
」

1600年

1602年

1609年

1612年

1616年

1618年

1621年

1628 ～ 1632年

1633年

1637年

1638年

1639年

1640年

1640年

1641年

大分県臼杵湾にオランダ船が漂着 

オランダ東インド会社設立 

徳川家康から通商許可の朱印状が渡され、商館が平戸に設置される
土蔵の付属した住宅1棟を借りて貿易が始まる 

平戸町人屋敷22軒を取り払い、住宅・倉庫1棟を建設 

倉庫1棟建設、果樹園設置、埠頭造成 

住宅、倉庫2棟、火薬庫、宿舎（病棟）、門番小屋、塀、埠頭建設 

川内浦にも施設を建設 

オランダ船は乗組員とともに平戸に抑留、貿易が中断する（タイオワン事件） 

貿易再開 

石造倉庫の新築、1618年建設の住宅の増改築 

２棟の古い倉庫を取壊し、新しい倉庫の建設を開始する 

石造倉庫の新築、1612年建設の住宅の増改築、座敷などの新築 

川内浦の倉庫を建設 

大目付井上筑後守政重が商館を訪れる。キリスト教にちなむ年号が
記されていることなどを理由に、倉庫の取り壊しが命じられる 

1639年築造倉庫の取り壊し開始 

そのほかの建物の取り壊しを命じられる 

長崎への移転が言い渡される 

長崎へ向けて平戸を出発 

11月９日

11月10日

３月10日

５月11日

６月24日

　

第
１
期
の
交
易
状
況
は
必
ず
し
も
良
好

と
は
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
１
６
３
０

年
代
か
ら
は
交
易
規
模
は
次
第
に
拡
大
。

１
６
３
０
年
代
後
半
に
日
蘭
交
易
は
最
盛

期
を
迎
え
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
１
６
３
７
年
に
起
き

た「
島
原
の
乱
」を
き
っ
か
け
に
幕
府
の
キ

リ
シ
タ
ン
排
除
の
動
き
が
活
発
化
。
幕
府

の
鎖
国
政
策
の
流
れ
に
逆
ら
う
こ
と
は
で

き
ず
、
１
６
４
０
年
、
全
て
の
建
物
へ
の

破
壊
命
令
が
出
さ
れ
、
翌
年
に
は
幕
府
か

ら
長
崎
出
島
へ
の
移
転
を
命
じ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
で
オ
ラ
ン
ダ
交
易
の
平
戸
時
代
は
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

商館にも展示される初代オラン
ダ商館長ジャック・スペックス
の肖像画



EVENT IMFOMATION

次
第
に
明
ら
か
に
な
る

１
６
３
９
年
築
造
倉
庫
の
姿

　

復
元
施
設
は
、
建
物
を
は
じ
め
17
世
紀

の
日
蘭
交
流
の
実
態
を
視
覚
的
に
多
く
の

人
々
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、
ま
た
、

現
在
の
国
際
交
流
の
拠
点
と
す
る
た
め
、

次
の
３
つ
の
目
的
に
沿
っ
て
活
用
し
て
い

き
ま
す
。

①
学
術
研
究
と
そ
の
成
果
の
活
用

　

こ
れ
ま
で
も
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
に
関

す
る
史
料
調
査
を
進
め
、
す
で
に
オ
ラ
ン

ダ
商
館
の
会
計
帳
簿
な
ど
を
刊
行
し
て
お

り
、
今
後
も
研
究
を
進
め
そ
の
成
果
を
展

示
等
に
て
公
表
し
ま
す
。
ま
た
、
史
料
閲

覧
コ
ー
ナ
ー
に
て
商
館
長
日
記
な
ど
の
史

料
、
研
究
書
、
復
元
の
検
討
過
程
、
平
戸

の
郷
土
史
料
な
ど
を
手
軽
に
利
用
で
き
る

よ
う
に
し
ま
す
。

②
復
元
施
設
の
展
示
計
画

　

展
示
は
復
元
建
物
を
最
大
限
に
活
か
し
、

日
蘭
貿
易
の
実
態
と
商
館
で
の
生
活
の
様

子
を
紹
介
し
、
比
較
的
自
由
で
あ
っ
た
平

戸
時
代
の
開
放
的
で
豊
か
な
国
際
交
流
の

あ
り
方
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

と
し
ま
す
。

③
体
験
交
流
を
中
心
と
し
た
活
用

　

復
元
施
設
の
内
外
で
展
開
す
る
体
験
交

流
活
動
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
国
際
交
流

を
は
じ
め
、
講
話
・
講
義
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
制
作
体
験
、
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
市
民
と
共
同
で
の
諸
活
動
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

　　　

オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
出
島
移
転
か
ら
２
８

１
年
後
の
大
正
11
年
に
国
の
史
跡
に
指
定

さ
れ
た
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
跡
地
は
、
昭

和
63
年
に「
平
戸
和
蘭
商
館
跡
保
存
管
理

計
画
」が
策
定
さ
れ
た
こ
と
で
復
元
事
業
が

進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
５
年
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
会

計
帳
簿
か
ら
１
６
３
９
年
築
造
倉
庫
の
建

設
部
材
の
明
細
書
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
復
元
に
向
け
た
学
術
的
検
討
が
行

わ
れ
、
約
20
年
の
歳
月
を
か
け
て
進
め
て

き
た
復
元
事
業
は
、
平
成
20
年
か
ら
復
元

工
事
に
着
工
し
ま
し
た
。
工
事
途
中
の
平

成
21
年
４
月
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
総
領
事
も

出
席
し
オ
ラ
ン
ダ
の
古
式
に
の
っ
と
っ
た

エ
ー
ル
ス
テ
・
ス
テ
イ
ン
・
レ
ヒ
ン（
石
積

み
は
じ
め
式
）も
行
わ
れ
、
建
物
は
平
成

22
年
11
月
完
了
し
ま
し
た
。

▲

Sat Sun5

月 日（土）

／招待者内覧会
／平戸オランダ商館開館記念式典

10：00～11：00
13：30～14：10

／仮装パレード（海岸通）14：50～15：20

／パブリックビューイング

／物産展と創作屋台
／パフォーマンス大会
／ドームシアター｢ゴッホの夜」上映

13：30～15：20

11：00～16：00
※大型スクリーンによる記念式典及び仮装パレード生中継

前夜祭

／パフォーマンス大会
／物産展と創作屋台
／ドームシアター｢ゴッホの夜」上映

11：00～15：00

月 日（日）

月 日（月・祝）19

９月 17日（土） ～19日（月）
　　　　　　　　　／平戸港交流広場　  市内観光施設ほか
13:00　出発　限定 25人（有料）  

平戸知る知る見てみるバスツアー 《平戸のお初めぐり》

■平戸オランダ商館 ■平戸港交流広場

■平戸オランダ商館

■平戸港交流広場

19：00～20：30 ／平戸南風夜風人まつりー秋の陣ー

／平戸オランダ商館無料開放 8：30～17：30

■平戸港交流広場

／ TULPI（チューリップ型椅子）除幕式15：45～16：00

／物産展と創作屋台
／ドームシアター｢ゴッホの夜」上映

／ノールトワイケルハウト市姉妹都市締結式
／市民交流イベント

／パブリックビューイング

／平戸南風夜風人まつりー秋の陣ー10：30～15：40
19：20～20：40
11：00～19：00
11：00～16：00

16：00～17：00
17：30～19：00

“ノールトワイケルハウト市と平戸市 ”

ひらどおらんだうぃーく

【お問い合わせ】 平戸市ホームページ http://www.city.hirado.nagasaki.jp政策推進課政策推進班　TEL.22-4111（内線 2483）FAX.22-2419

「平戸オランダ商館」「平戸オランダ商館」
ホームページを開設！ホームページを開設！
「平戸オランダ商館」
ホームページを開設！

／平戸オランダ商館開館式
／通常開館

  8：30～　
  8：30～17：30
　　

月 日（火）20
■平戸オランダ商館

開館記念企画展  ～10 月 23 日（日） 
「平戸とオランダ～過去・現在・未来」

　イベント情報や商館の
歴史、展示品、施設案
内など、さまざまな情報
を掲載しています。 

平戸オランダ商館 検索検索検索

●平戸オランダ商館ホームページ　http://hirado-shoukan.jp/

【TOPIX】平戸オランダ商館開館記念式典
　在日オランダ大使や長崎県知事を迎え、記念式典を行います。
また、平戸港交流広場では、仮装パレードなどさまざまなイベント
を開催します。

【TOPIX】ノールトワイケルハウト市姉妹都市締結式
　平成12年の長崎オランダ年から青少年日蘭交流事業で関係の
深いノールトワイケルハウト市と姉妹都市提携を結びます。
○香川県善通寺市：昭和60年7月姉妹都市締結
○中国南安市　　：平成７年10月姉妹都市締結

　平戸オランダ商館1639年築造倉庫が今月20日にオープンします。今後、日蘭交流の新たなシンボルとして、さら
には、「国際観光都市平戸」の世界へのアピールとして、17日の記念式典を皮切りに、「平戸和蘭ＷＥＥＫ」と題して、
約1週間さまざまな催しを予定しています。ぜひ、この機会に多くの市民のみなさんに復元された倉庫を見ていただ
き、「平戸和蘭ＷＥＥＫ」イベントへご参加ください。

平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の

　
　

復
元
と
施
設
の
活
用

昭
和
63
年
か
ら
約
20
年
の
歳
月

平
成
20
年
に
復
元
工
事
に
着
工

復
元
し
た「
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
」

の
活
用

日
本
建
築
の
技
術
を

踏
襲
し
た
屋
根
造
り

建
物
中
央
に
立
ち
並
ぶ
柱

破
風
に
取
り
付
け
ら
れ
た

「
巻
上
げ
機
」

商
館
の
象
徴

「
１
６
３
９
Ｖ
Ｏ
Ｃ
ロ
ゴ
」

　

復
元
さ
れ
た「
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
」に

は
、
重
さ
約
60
㎏
の
砂
岩
切
石
を
約
2
万

個
使
用
し
た
石
造
と
い
う
点
や
商
館
屋
根

の
小
屋
組
み
に
は
、
日
本
建
築
の
様
式
が

用
い
ら
れ
、
約
2
万
5
千
枚
の
日
本
瓦
が

葺
か
れ
て
い
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
徴

が
あ
り
ま
す
。

会場／平戸港交流広場   24 日／ 10:00～17:00  25 日／ 10:00～16:00

会場／ 24日 : 生月コース　25日 : 平戸北部・田平コース

月 日（土）～25日（日）24
同時開催

■平戸 “新あご ”祭り
■ひらどツーデーウォーク 2011

→→
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日
用
品

貿
易
関
係

和蘭商館の全盛期と落日

１F

２F

Ａ

Ｂ
ＣＤ

Ｅ Ｆ
Ｇ

Ｊ

Ｈ

Ｉ

Ａ

Ｂオランダの大航海時代

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

平戸がオランダと交易を始める以前、天文18（1550）年からはじまるポルトガルやスペインの西洋諸国との交流や、
古来から行われてきた中国・朝鮮などの近隣諸国との交流に触れることができます。

世界の海を制した覇権国オランダが、いかにして大航海時代の一ページを彩ったのか。迫力の絵画や、航海用具を通
じ、平戸を目指したオランダ商館の航海の様子を紹介します。

豊後国（現在の大分県臼杵市）に漂着したオランダ船リーフデ号に始まり、平戸港に始めて入港したオランダ船から、
平戸オランダ商館の設置に至るまでの経緯をみることで日本とオランダの交流の出発点に立てます。

江戸幕府が脅威を覚えるほど莫大な利益を生んだ、平戸オランダ商館の貿易品の数々を、当時の倉庫内部の様子を
再現しながら展示する。また、商館員による江戸参府の様子から、平戸オランダ商館と幕府・平戸藩との関わりを紹
介します。

平戸オランダ商館長の執務室を再現し、当時の商館の仕事を体感できるゾーン。デスクに座って、羽ペンを握れば気
分は、まるで初代平戸オランダ商館長ジャック・スペックスのよう。

長年の復元に係る研究成果を公開し、建物の復元に至る経緯や様子を紹介します。

平戸におけるオランダ商館の役割とオランダ商館が残したものを映像により紹介します。

海外交流前史

平戸オランダ船到来

復元・和蘭商館

1639年倉庫の徹底解剖

和蘭商館の役割とその後の平戸国際交流

Ｈ

Ｉ倉庫の構造解説

Ｊ

平戸の海外交流史を中心に、これまで集積した書籍類や資料などの閲覧を行うスペース。平戸の歴史を学ぶに十分な
資料などを配置します。

その建物本体が文化財的価値を誇る平戸オランダ商館1639築造倉庫の建築的特徴を、実際に行われている建築部
材の一部を展示し紹介します。

短期的な特別企画展の場所となるほか、市民の文化的活動の舞台となります。
外付け階段からみる平戸港の風景は、絶景の一言。

資料閲覧コーナー

多目的スペース

Floor Guide オランダ商館施設案内

　１階では、オランダ商館に
関する資料などを展示。
　外国との交易の始まりから、
現在までの国際交流の流れが
分かるようにしています。

　２階では、海外交流史を中
心に平戸の歴史を学ぶスペー
スや建築的特徴などが分かる
建築材料を展示。倉庫につい
て分かりやすく説明しています。

　

復
元
施
設
内
部
の
展
示
環
境
は
、
建

物
の
持
つ
雰
囲
気
や
大
き
さ
を
損
な
わ

な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
展
示
の

テ
ー
マ
は
、
大
き
く
分
け
て
オ
ラ
ン
ダ

の
海
外
進
出
、
当
時
の
交
易
品
の
調
達

地
で
あ
り
拠
点
で
あ
っ
た
東
南
ア
ジ
ア

の
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社（
Ｖ
Ｏ
Ｃ
）。

そ
し
て
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
活
動
と

で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　

復
元
し
た
施
設
は
、
平
戸
オ
ラ
ン
ダ

商
館
の
倉
庫
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
木
箱

や
樽
に
擬
し
た
ケ
ー
ス
を
配
置
し
倉
庫

と
し
て
の
雰
囲
気
を
出
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
角
に
商
館
長
の
部
屋
を
演

出
し
た
空
間
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

展
示
を
通
し
て
復
元
し
た
倉
庫
の
特

徴
と
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
倉
庫
が

必
要
だ
っ
た
の
か
、
鎖
国
前
の
日
本
と

オ
ラ
ン
ダ
の
多
彩
な
交
流
の
歴
史
を

知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

２
階
に
は
多
目
的
に
使
え
る
ス
ペ
ー

ス
や
、
平
戸
の
海
外
交
流
史
に
関
す
る

資
料
を
閲
覧
で
き
る
場
も
設
け
て
い
ま

す
。
企
画
展
や
ち
ょ
っ
と
し
た
美
術
展

の
開
催
、
ま
た
、
郷
土
の
海
外
交
流
研

究
の
拠
点
と
し
て
の
利
用
な
ど
、
よ
り

幅
広
く
多
く
の
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ

る
施
設
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
【
文
化
遺
産
課
和
蘭
商
館
復
元
推
進
班
】　

前
田　

秀
人 

主
査

倉
庫
の
雰
囲
気
を
残
こ
し
た
商
館
は

交
流
拠
点
と
し
て
利
用
で
き
ま
す

　オランダ商館時代にまつわるさまざまな品や当時の様子を伝える資料など展示品にふさわしい物を探して、日本国
内はもちろん、紅毛貿易の中継国やオランダへも足を伸ばし調査を行いました。また、民間有識者による資料購入審
査会の指導により、対象資料の収集を行っています。このようにして集められた貴重な品や歴史的な資料をオランダ
商館内で展示します。また、常設展示とは別に、短期的な特別企画展や市民のみなさんの文化的活動の場として多
目的スペースが設けられています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【お問い合わせ】　平戸オランダ商館　TEL26-0636

絵
画

航
海
用
具

平戸オランダ商館に飾る展示品（一部）

絵
図

資
料

コ
ル
ネ
リ
ア

       

家
族
肖
像

砂
時
計
な
ど

３
点
セ
ッ
ト

ビ
ュ
ー
タ
ー
製

食
器

南
蛮
漆
器

１
６
１
２
年

　
　
　

平
戸
図

徳
川
家
康

　
　
　

朱
印
状

▼

▼
▼

▼
▼

▼
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黒田　成彦黒田　成彦

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ド
ゥ
・
ヘ
ー
ア
駐
日
オ
ラ

ン
ダ
大
使　

私
も
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の

復
元
に
対
し
て
大
い
な
る
関
心
を
抱
い
て

い
ま
し
た
し
、
平
戸
と
オ
ラ
ン
ダ
の
歴
史

的
な
結
び
つ
き
を
見
直
す
重
要
な
機
会
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
と
日
本
の
交

流
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
ま
ず「
長
崎
市

出
島
」が
大
き
く
表
れ
て
き
ま
し
て
、
必

ず
し
も
平
戸
が
優
位
に
あ
っ
た
と
は
い
え

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
私
た
ち
も
ど
ん
ど
ん
平

戸
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

黒
田
市
長　

去
る
５
月
に
は
Ｂ
Ｓ
フ
ジ
の

『
大
使
館
の
食
卓
』と
い
う
番
組
で
も
平
戸

オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
こ
と
を
宣
伝
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
大
使
館
の
魅
力
は
も
ち
ろ

ん
、
平
戸
市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
に
も
大
き
な
効

果
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
お
心
遣
い
に

感
謝
し
ま
す
。

駐
日
オ
ラ
ン
ダ
大
使　

平
戸
に
お
い
て
は
、

12
Ｘ
お
ら
ん
だ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
青
少
年

サ
ッ
カ
ー
交
流
事
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

機
会
を
通
し
て
オ
ラ
ン
ダ
と
の
絆
を
強
め

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
し
、
学
術
的
研

究
に
つ
い
て
も
粘
り
強
い
取
り
組
み
に

よ
っ
て
今
回
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
復
元
に

つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
長
い
時
間
を
か
け
て
オ
ラ

ン
ダ
に
対
し
て
思
い
を
寄
せ
て
く
だ
さ
っ

黒
田
市
長　

大
使
と
お
目
に
か
か
る
の
は
、

２
０
０
８
年
12
月
に
御
国
か
ら
フ
ラ
ン

ス
・
テ
ィ
マ
ー
マ
ン
ス
国
務
大
臣
が
平
戸

と
長
崎
を
訪
問
さ
れ
た
時
の
歓
迎
会
以
来

で
す
が
、
大
変
ご
無
沙
汰
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
こ
の
度
は
、
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館

に
対
し
ま
し
て
、
多
大
な
る
ご
協
力
を
い

た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

て
い
る
平
戸
市
民
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

黒
田
市
長　

私
も
昨
年
８
月
に
オ
ラ
ン
ダ

を
訪
問
し
、
サ
ッ
カ
ー
交
流
の
相
手
先
で

あ
る
Ｖ
Ｖ
Ｓ
Ｂ
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
が
あ
る

ノ
ー
ル
ト
ワ
イ
ケ
ル
ハ
ウ
ト
市
に
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
雄
大
な
田
園
風
景
や

教
会
を
中
心
と
し
た
美
し
い
ま
ち
並
み
に

感
動
し
、
ま
た
多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん

の
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

駐
日
オ
ラ
ン
ダ
大
使　

今
後
は
何
ら
か
の

交
流
協
定
な
ど
を
さ
れ
る
の
で
す
か
？

黒
田
市
長　

は
い
。
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館

の
開
館
式
典
が
行
わ
れ
る
９
月
17
日
の
翌

日
に
友
好
交
流
協
定
の
締
結
式
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

グ
ー
ト
ハ
ル
ト
市
長
か
ら
は
東
日
本
大

震
災
の
直
後
、
現
地
と
平
戸
に
対
す
る
お

見
舞
い
の
お
手
紙
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
は
そ
の
返
事
と
し
て
、
８
月
の
オ
ラ

ン
ダ
訪
問
の
際
、
お
土
産
に
い
た
だ
い
た

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
を
自
宅
の
庭
に
植

え
、
そ
の
Ｖ
Ｖ
Ｓ
Ｂ
の
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
で

あ
る
黄
色
と
紫
色
の
花
々
が
見
事
に
開
花

し
た
写
真
を
添
え
て
感
謝
の
気
持
ち
を
お

伝
え
し
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

駐
日
オ
ラ
ン
ダ
大
使　

先
の
東
日
本
大
震

災
は
本
当
に
大
変
な
災
害
で
し
た
。

　

私
た
ち
も
オ
ラ
ン
ダ
の
日
本
人
に
安
否

確
認
な
ど
の
情
報
提
供
を
全
力
で
進
め
、

ほ
と
ん
ど
の
全
て
の
人
に「
日
本
は
大
丈

夫
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
伝
え
し
ま

し
た
。

黒
田
市
長　

本
当
に
世
界
中
の
人
た
ち
か

ら
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
感
動
し
た

次
第
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
日
本
の
皇
室
と
オ
ラ
ン
ダ

王
室
と
は
、
友
好
な
関
係
を
有
し
て
お
ら

れ
２
０
０
０
年
に
は
、
日
蘭
交
流
４
０
０

周
年
の
機
会
に
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
が
オ

ラ
ン
ダ
を
訪
問
さ
れ
、
秋
篠
宮
・
同
妃
両

殿
下
も
２
０
０
１
年
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ

ン
王
子
殿
下
の
ご
成
婚
に
出
席
さ
れ
る
な

ど
親
密
な
関
係
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、

日
本
の
皇
室
と
オ
ラ
ン
ダ
王
室
が
こ
の
よ

う
に
仲
が
よ
ろ
し
い
の
は
ど
う
い
う
経
緯

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

駐
日
オ
ラ
ン
ダ
大
使　

私
の
知
る
限
り
で

は
、
１
９
２
１
年
に
昭
和
天
皇
が
オ
ラ
ン

ダ
を
訪
問
さ
れ
、
現
在
の
ビ
ア
ト
リ
ク
ス

女
王
が
ま
だ
王
女
の
時
に
お
目
に
か
か
る

機
会
が
あ
っ
て
交
流
を
深
め
ら
れ
た
の
が

き
っ
か
け
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
ス
ペ
イ
ン
や
デ
ン

マ
ー
ク
な
ど
王
室
が
各
国
に
あ
り
ま
す
が
、

ア
ジ
ア
に
お
い
て
長
き
に
わ
た
り
皇
室
と

し
て
国
民
の
尊
敬
を
集
め
て
い
る
伝
統
が

あ
る
国
は
、
日
本
が
代
表
的
で
も
あ
り
ま

す
の
で
、
こ
う
し
た
お
国
柄
を
有
し
て
い

る
こ
と
は
、
大
変
喜
ば
し
く
、
こ
れ
か
ら

も
親
し
い
お
付
き
合
い
が
続
く
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

黒
田
市
長　

平
戸
市
も
両
国
の
友
好
交
流

の
お
手
伝
い
が
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

駐
日
オ
ラ
ン
ダ
大
使　

平
戸
は
と
て
も
美

し
い
景
観
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
特
に
平
戸

港
を
見
渡
す
と
、
平
戸
城
が
あ
っ
て
、
松

浦
史
料
博
物
館
の
お
屋
敷
が
あ
っ
て
、
今

回
オ
ラ
ン
ダ
商
館
が
完
成
し
ま
し
た
の
で
、

こ
れ
ら
を
一
望
で
き
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

滅
多
に
な
い
と
思
い
ま
す
。
過
去
の
い
く

つ
も
の
シ
ー
ン
が
一
度
に
鑑
賞
で
き
る
ま

ち
並
み
は
世
界
に
も
珍
し
く
、
ま
た
美
し

い
自
然
景
観
も
私
た
ち
外
国
人
を
感
動
さ

せ
、
魅
了
し
て
く
れ
ま
す
。

黒
田
市
長　

今
回
新
た
に
オ
ラ
ン
ダ
総
領

事
館
を
通
し
て
、
平
戸
港
交
流
広
場
に

「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
型
折
り
た
た
み
チ
ェ
ア
」

が
５
基
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
戸
城
が
見
渡
せ
る
場
所
に
珍
し
く
か

わ
い
い
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
憩
い
の
空

間
が
創
出
で
き
る
こ
と
に
な
り
と
て
も
感

市長のトップ対談シリーズ05
日蘭交流新時代の幕開け　～市民レベルでの相互交流を軸に、さらなる友情を深めたい～

謝
し
て
い
ま
す
。

駐
日
オ
ラ
ン
ダ
大
使　

今
回
の
平
戸
オ
ラ

ン
ダ
商
館
倉
庫
復
元
事
業
は
、
私
た
ち
に

と
っ
て
も
重
要
な
節
目
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
大
使
館
と
し
て
も
商
館
長
の
コ
ス

チ
ュ
ー
ム
の
贈
呈
や
移
動
式
ド
ー
ム
シ
ア

タ
ー
に
よ
る『
ゴ
ッ
ホ
の
夜
』と
銘
打
っ

た
３
Ｄ
展
覧
会
を
し
て
も
ら
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
オ
ラ
ン
ダ
企
業
の
フ
ィ

リ
ッ
プ
社
か
ら
は
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
を
贈
呈
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

黒
田
市
長　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
オ
ラ
ン
ダ
の
皆
様
の

ご
期
待
に
お
応
え
す
る
た
め
に
も
、
オ
ラ

ン
ダ
商
館
周
辺
の
商
店
街
の
み
な
さ
ん
も

一
緒
に
な
っ
て
、
歴
史
を
生
か
し
た
ま
ち

並
み
環
境
整
備
方
針
を
策
定
し
、
城
下
町

に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
並
み
を
市
民
の
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
実
現
し
て
い
ま

す
。
開
館
式
典
に
お
越
し
の
折
は
そ
う
し

た
お
も
て
な
し
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

駐
日
オ
ラ
ン
ダ
大
使　

日
本
と
オ
ラ
ン
ダ

の
交
流
が
平
戸
を
舞
台
に
さ
ら
に
大
き
く

飛
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

黒
田
市
長　

今
日
は
、
夕
食
の
懇
親
会
に

お
招
き
い
た
だ
き
、
本
当
に
ご
ち
そ
う
に

な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
復
元
は

日
蘭
交
流
の
歴
史
検
証
の
拠
点

今回のお相手  
　　　フィリップ・ドゥ・ヘーアさん
　1950年オランダ王国リンブルト州へーレン市生まれ。
1975年オランダ外務省入省　在香港、北京、ワシントン、
シンガポール大使館および本省勤務した後、欧州統合局審議
官 、政務局審議官、女王陛下首席秘書官、アジア大洋州局長、
在中国大使館大使、外務事務次官を歴任。2008年８月から
駐日オランダ大使に就任 。大学時代、中国研究学の博士号を
取得。長崎大学に特別研究休暇を利用して2カ月間、長崎大
学に滞在を経験。今回は、オランダ大使から夕食懇談会ご招
待をいただきましたので、この機会にオランダ商館の開館に
向けて対談をお願いしました。

日
蘭
交
流
新
時
代
の
幕
開
け

〜
市
民
レ
ベ
ル
で
の
相
互
交
流
を
軸
に

　
　
　
　
　
　
　
　

さ
ら
な
る
友
情
を
深
め
た
い
〜

フィリップ・
　　　ドゥ・ヘーア

駐日オランダ大使

黒田　成彦

市長のトップ
対談シリーズ
05

平戸市長平戸市長平戸市長

ノ
ー
ル
ト
ワ
イ
ケ
ル
ハ
ウ
ト
市
を

訪
問
し
、相
互
信
頼
と
友
情
の

広
が
り
を
共
感

平
戸
城
下
町
の
伝
統
的
景
観
と

オ
ラ
ン
ダ
芸
術
と
の

融
合
を
魅
力
に



　新鮮なタイやヤズなどを捕まえる「魚のつかみ取り大会」やラムネ早飲み大会、ダン
スユニット「HI-JACK」によるパフォーマンスに大盛り上がり。タレントのゆうぞうによる
加山雄三などの「ものまねショー」で会場の雰囲気は最高潮に達しました。花火大会で
は、夜空を華麗に彩る1,000発の花火に訪れた約1,300人は、心を奪われていました。

大島村夏祭り花火大会 ８月12日　的山外港

　花火大会に合わせて開催された「生月サマーフェスティバル2011」は、子どもたちの
盆踊りを皮切りに、カキ氷の早食い大会やビンゴゲーム、浴衣コンテストなどで盛り上
がりました。花火大会では1,300発の花火が夜空と海を彩りました。花火が上がる中、
雲の間から丸い月が出てきて、花火と月の競演に約3,000人が酔いしれました。

舘浦漁港花火大会
　

８月15日　舘浦漁港

夏夜を彩る、大輪の花火
　８月６日から17日にかけて、市内の夜空に鮮やかな大輪の花火が打ち上げられ、にぎやかな踊りや子どもたちの笑
い声が響きわたりました。各地区で行われた夏祭りの様子を一部ご紹介します。

広報ひらど 平成23年９月号 10Hirado City Public Relations,2011.911

祭平
戸
を
熱
く
盛
り
上
げ
た　
ま
つ
り

夏夏夏

　祭りは平戸小学校の「金管バンド」の演奏で幕開け。その後、「大塚ヘルシーサーク
ル」の華やかなダンス、「田助ハイヤ節保存会」「西風舞人」「風神社中」「北松Z」が踊り
を披露。恒例の女性腕相撲大会や弁財天祭「夜神楽奉納」などが行われ、午後８時
30分からは、3,000発の花火が上がり約１万7,000人が真夏の夜を楽しみました。

平戸港夏まつり
　

８月6日　平戸港交流広場

　「田平権現太鼓」の披露で祭りが開幕。その後、「職場対抗カラオケ大会」や地元の
「西風舞人」や「風神社中」、松浦や江迎から駆けつけた踊り子たちが迫力ある踊りを披
露し、会場は大盛り上がり。クライマックスには、田平港を華やかな大輪の花火や水
中花火などの2,000発の花火で彩られ、訪れた約1万3,000人が魅了されました。

たびら夏祭りシーサイド花火大会
　

８月17日　田平港一帯
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踊
　踊りは、鉦打ち（鉦たたき）、カケ
と呼ばれる踊り手で構成され、鉦打
ちが踊りに加わるのが特徴の一つで
す。カケのかぶる笠には、顔を隠す
前垂れが付けられ、笠の頂には、昔
は盆花のソウハギを付けていました
が、現在は紙で作った花を飾ってい
ます。

　踊りは、締太鼓を付けた中ひき
（中踊り）2人、小太鼓を付けたコッ
パカキ（外打ち）で構成されています。
踊り手は、菊と桔梗を中心とする紙
花と前垂れを付けた笠をかぶり、片
足立ちをしながら飛び跳ねるように
踊ります。演目に杖の演技が加わる
のが特徴の一つです。 

　踊りは、中ひき2人とコッパカキ
で構成されています。踊り手は桔梗
の紙花と前垂れを付けた笠をかぶり、
片足立ちをしながら飛び跳ねるよう
に踊ります。ほかにも、杖と「めで
だきごー」と呼ばれる歌が加わりま
す。大志々伎地区は、唯一「カギ幟」
と呼ぶ独特な形の幟を持っています。

　踊りは、中打（中踊り）2人と外打
で構成されています。踊り手は、菊
と桔梗を主とした紙花と前垂れを付
けた笠をかぶり、片足立ちをしなが
ら飛び跳ねるように踊ります。
　鳴り物は、鉦、太鼓、笛が用いら
れますが、大太鼓が加わるのが特徴
の一つです。

　踊りは、鉦と小太鼓の中打（中踊
り）2人で構成されています。踊り
手は、菊と桔梗を主とした紙花と前
垂れを付けた笠をかぶり、交互に片
足立ちをしながら踊ります。鳴り物
は、鉦、太鼓、笛が用いられます。
奉納日に獅子町へ向かうときは船で
移動し「船ばやし」が演奏されます。

　踊りは、根獅子地区と同様に、鉦
と小太鼓の中打（中踊り）2人で構成
されています。踊り手は、菊と桔梗
を主とした紙花と前垂れを付けた笠
をかぶり、交互に片足立ちをしなが
ら踊ります。奉納日には、神社やお
寺のほかに、紐差教会にもジャンガ
ラを奉納します。

　山中町の山中地区と、川内町川内
在地区で保存継承されています。踊
りは、小太鼓を付けた中踊り1人で
構成されています。踊り手は、菊と
桔梗を主とする紙花と前垂れを付け
た笠をかぶり、交互に片足立ちをし
ながら踊ります。鳴り物には、津吉
地区と同様に大太鼓が加わります。

　踊りは、中打（中踊り）2人と廻り
打（外打）で構成されています。踊り
手は、菊と桔梗を主とした紙花と前
垂れを付けた笠をかぶり、片足立ち
をしながら飛び跳ねるように踊りま
す。奉納日に堤町へ向かうときは船
で移動し、テンポの速い「船ばやし」
が演奏されます。

　踊りは、鉦と小太鼓の中打（中踊
り）2人で構成されています。踊り
手は、菊と桔梗を主とする紙花と前
垂れを付けた笠をかぶり、交互に片
足立ちをしながら踊ります。宝亀地
区内にある宝亀教会にも奉納します。
幟には、寳の文字の下に亀の絵が入
り「宝亀」と表しているのが特徴です。

　戸石川地区を中心に保存継承され
ています。踊りは、小太鼓を付けた
中踊り2人で構成されています。踊
り手は、菊と桔梗を主とする紙花と
前垂れを付けた笠をかぶり、交互に
片足立ちをしながら、左右対称に踊
ります。幟は、布の端切れを縫い合
わせたものです。

　８月５日、英国商館通りとみやんちょ一番街で恒例
の商店街の夏まつり「コックスフェスタ」と「王国祭」が
開催され、約3,000人が商店街を訪れました。歩行者
天国になった約1ｋｍの商店街には、スーパーボール
すくいや仮装・浴衣コンテスト、くじ引きなどのコー
ナーや出店などが設けられ、子どもたちや家族連れは、
暑い夏の夜を楽しんでいました。また、ステージイベ
ントでは、ライブやじゃんけん大会が行われました。

商店街の夏まつり「コックスフェスタ・王国祭」
　７月31日、舘浦漁港で「舘浦競漕船大会2011」が開
催されました。中学生、地区対抗、女性、一般の４部
門に計27チーム、のべ214人が参加。往復200ｍの
コースで速さを競いました。大会結果は次のとおり。
中学生レースの部：健生と晃司と、ときどき明巨Aチーム
地区対抗レースの部：山田Ａチーム
女性レースの部：ＪＫＢ８チーム
一般レースの部：ＨＦＦ平戸チーム

今年で15回目　舘浦競漕船大会2011

平
戸
ジ
ャ
ン
ガ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

平
戸
ジ
ャ
ン
ガ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

大島（大根坂）ジャンガラ保存会野子地区自安和楽保存会

大志々伎自安和楽保存会津吉地区自安和楽保存会

中津良地区自安和楽保存会根獅子地区自安和楽保存会紐差地区自安和楽保存会

宝亀地区自安和楽保存会中野地区自安和楽保存会平戸地区自安和楽保存会

　

８
月
６
日
、
平
戸
港
交
流
広
場
で
、「
平
戸
ジ
ャ
ン
ガ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ジ
ャ
ン
ガ
ラ
は
、
平
戸
を
代
表
す
る
お
盆
の
伝
統
芸
能
で
、
先
祖
供
養
と
豊
作
を
願
い
８
月
11
日
か
ら
18
日
に
か
け
て
、

神
社
や
お
寺
を
中
心
に
踊
り
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。
踊
り
の
合
間
に「
ホ
ー
ナ
ー
ゴ
、
ホ
ミ
デ
ー
テ
ー
」と
歌
い
ま
す
。
こ
れ
は

「
穂
長
う
、
穂
実
出
」と
い
う
意
味
で
、
豊
作
を
願
う
言
葉
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

市
内
に
は
10
地
区
で
ジ
ャ
ン
ガ
ラ
が
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
初
め
て
10
地
区
の
保
存
会
が
一
同
に
会
し
、
約
３
０

０
人
の
出
演
者
が
東
日
本
大
震
災
復
興
を
祈
願
し
て
ジ
ャ
ン
ガ
ラ
を
披
露
し
ま
し
た
。

県指定無形民俗文化財国指定重要無形民俗文化財

国指定重要無形民俗文化財

国指定重要無形民俗文化財

国指定重要無形民俗文化財

国指定重要無形民俗文化財

国指定重要無形民俗文化財

国指定重要無形民俗文化財

国指定重要無形民俗文化財 国指定重要無形民俗文化財

  せ　  り　ぶね

  やす  お   こう　じ   とし まさ



棚田がつくりだす
壮大な景観に感激

　7月24日、春日町一帯で「春
日の棚田ウォーク＆海洋クルー
ズ」が行われ、市内外から63人
が参加しました。昨年、「平戸
島の文化的景観」が国の重要文
化的景観に選定されたことを
きっかけに、地元まちづくりグ
ループ「安満の里春日講」（寺田
一男会長）が市教育委員会と共
催し棚田の景観を多くの人に
知ってほしいと開催。参加者は、
平戸文化センターから平戸瀬戸
を回り、春日港に上陸。そこか
ら棚田を上がる約５㎞のコース
を歩きました。参加者は、「棚
田の景観を維持している地元の
農家のみなさんの努力に感激し
ました」と語っていました。
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100歳のお祝い。長寿の秘訣は細かな作業
　7月18日、田平町下寺免の新立トイさんが
100歳の誕生日を迎えられ、同月21日、黒田
市長が平戸市社会福祉協議会田平事業所を訪れ、
花束と記念品を贈りました。
　新立さんの長寿の秘訣は、指先を動かすこと。
昔から細かい作業が得意で、特に編み物を好ん
でしていたそうです。「遠くに住んでいる娘た
ちがお祝いに来てくれてうれしい、お世話に
なっているデイサービスのみなさんにも祝って
もらえてありがとうございます」と喜びと感謝
の言葉を話してくれました。

こう

楽しかったよ！野外体験キャンプ

　７月21日と22日の２日間、半元キャンプ場
で「野外体験キャンプ’11」が開催されました。
キャンプに参加した市内の小学生38人は、班
長を中心に、テントの設営をはじめ、夕食の買
出しや調理などを班で協力して行いました。夕
食の調理では、飯ごうでご飯を炊くことに挑戦
したり、カレーなどを作りました。
　レクリエーションでは、キャンプ場周辺の自
然観察やシーカヤック、海水浴、漁師体験で山
と海の自然を満喫。参加した子どもたちは、体
験キャンプを通じて友情の絆を深めました。

盆盆

盆

盆

度
島
の
盆
ご
う
れ
い
（
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）

　
　

８
月
15
日　

度
島
地
区

盆
踊
り
合
同
公
開

８
月
15
日　

 

的
山
・
東
神
浦
・
大
根
坂
地
区

舘
浦
の
須
古
踊
り
（
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）

　

８
月
16
日　

舘
浦
地
区

市
内
各
地
で
催
さ
れ
た
伝
統
行
事
の
一
部
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

度
島
の
盆
ご
う
れ
い
は
、

大
名
行
列
の
形
態
を
と
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
江
戸

時
代
、
松
浦
家
29
代
鎮
信

（
天
祥
）の
こ
ろ
に
成
立
し

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
村
桟
橋
、
立
願
寺
な
ど

で
、
幟
・
須
古
踊
り
・
奴

踊
り
・
棒
術
の
演
技
を
奉

納
し
ま
し
た
。

　

大
島
の
盆
踊
り
合
同
公

開
で
は
、
国
選
択
無
形
民

俗
文
化
財
の「
大
島
の
須

古
踊
り
、
県
指
定
の「
大

島（
大
根
坂
）の
ジ
ャ
ン
ガ

ラ
」、
市
指
定
の「
大
島
の

流
儀
」が
、
市
役
所
大
島

支
所
前
広
場
で
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　

舘
浦
の
須
古
踊
り
は
、

大
名
行
列
に
扮
し
た
行
列

が
舘
浦
地
区
を
練
り
歩
き
、

比
賣
神
社
、
生
月
大
魚
籃

観
音
、
法
善
寺
な
ど
で
槍
、

挟
箱
、
杖
の
演
技
を
披
露
。

「
ア
ビ
ャ
ゴ
」と
い
う
子
ど

も
の
祝
詞
の
後
、
中
踊
り

と
傘
鉾
が
奉
納
さ
れ
ま
し

た
。

幟

奴踊り須古踊り

須古踊り花杖

流儀 ジャンガラ

棒術

杖

槍

傘鉾

中踊り

アビャゴ挟箱

盆お の伝統行事

ひ　

め

は
さ
み
ば
こ

お
盆
の
伝
統
行
事 

｜ 

地
域
で
受
け
継
が
れ
る
、伝
統
芸
能
。 

し
げ 

の
ぶ

か
さ 

ぼ
こ



　７月30日、田平町野田免の立石フミ子さん
が100歳の誕生日を迎えられ、８月10日、黒
田市長が入所先の介護老人保健施設「ひらどせ
と」を訪れ、花束と記念品を贈り長寿を祝いま
した。また、施設の職員のみなさんと入所者の
みなさんが立石さんの長寿をお祝いし、職員の
みなさんは、記念品とお祝いのケーキを贈りま
した。
　立石さんの長生きの秘訣は、自宅で育った季
節の果物を食べること、食べ物の好き嫌いをし
ないことだそうです。

　８月14日、飯良公民館前広場で「飯良町夏祭
り」（飯良まちづくり協議会主催・村田銀一会長）
が開催されました。飯良地区は昨年８月に国の
重要文化的景観の選定を受け、これをきっかけ
に地域を活性化させようと協議会を発足。飯良
町の20～ 40代の若手が中心となって22年ぶ
りに夏祭りを復活させました。
　夏祭りには、飯良町の住民や帰省客などが老
若男女問わず参加。ラムネ早飲み大会やお楽し
み抽選会などでにぎわったほか、当日までに練
習してきた盆踊りが披露されました。

祝・100歳　おめでとうございます

22年ぶりに復活！飯良町夏祭り
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　８月10日、崎方町の丸屋敏枝さんが100歳
のお誕生日を迎えられ、黒田市長が入所先のケ
アハウスじゃんがらを訪れ、花束と記念品を贈
り長寿を祝いました。
　丸屋さんは、子ども６人を育てながら旅館業
に携わり、昭和55年まで丸屋旅館の女将とし
て働いていました。丸屋さんの日課は、新聞を
毎日読むこと。また、何事にも意欲的に取り組
み、よく歌を歌うそうです。丸屋さんは、「こ
のうえない幸せです」と感激して目に涙を浮か
べていました。

うれしくて涙が出ます。祝・100歳

水道水の生まれ故郷を見て、学んだよ

　8月2日、水の週間にちなみ水道施設見学バ
スツアーが開催されました。この見学バスツ
アーは、市民のみなさんに水の大切さに対して
関心と理解を深めてもらうために初めて行われ
たもので、市内小学校児童39人とその保護者
など５人の計44人が参加しました。参加者は、
普段見ることができない平戸浄水場と阿奈田浄
水場、阿奈田ダムと箕坪ダムを見学し、蛇口を
ひねれば、いつでも使える水は、どうやってつ
くられ、どこからくるのかを現場での作業やそ
の説明を実際に見聞きすることで学びました。

あ 　 な 　 た

みの　つぼ

一人はみんなのために、みんなは一人のために

　7月22日、平戸文化センターで、第11回平
戸市民生涯学習講演会が開催され、市内外から
約320人が参加しました。講師に、元三重県知
事で、現在は早稲田大学教授の北川正恭さんを
招き、「平戸市は本当に自立出来るのか～地域
の発展は地域住民主体でせにゃばい」という演
題で講演。大分県の温泉地の事例などを交え「地
域住民が本気で地元を盛り上げようとすること
が必要。自分たちのまちは、自分たちでつくる
という気持ちで、行政に頼らず自立することが
大切」と話しました。

　７月28日、ふれあいセンターで「わくわくふ
れあいスポーツ交流事業・風船バレー大会」（平
戸市社会福祉協議会・平戸市身体障害者福祉協
会主催）が行われました。
　市内の小学生や、平戸市身体障害者福祉協会
会員、中学生ボランティアなど65人が参加し
ました。風船バレーボールは、1チーム６人で
構成し、鈴を２個入れて直径40cmに膨らませ
た風船を使います。ルールのひとつに、６人全
員がボールに触れるとあり、みなさん協力して
ゲームを楽しみました。

心のバリアフリーを目指して

　７月23日、田平町民センターで「ミュージッ
ク・クラウンショーせかいのおんがく」（たびら
子どもの未来を育てる会主催）が開催されまし
た。「ましゅ＆Kei」が、洗濯板で作った楽器や
バンジョー、ホイッスル、ミュージックベルな
どさまざまな楽器を使って「星に願いを」「おも
ちゃのチャチャチャ」などを演奏しました。
　曲中や曲間には２人のコントもあり、会場は
笑いに包まれました。訪れた約150人のみなさ
んは、生の舞台芸術に触れて楽しい時間を過ご
しました。

楽しい！面白い！道化師の音楽ショー

　7月31日、川内峠で、スターウォッチング
（平戸観光協会主催）が開催されました。講師に
招かれた長崎県天文協会の松本直弥会長の解説
を受けながら、市内をはじめ県外からの観光客
など約70人が、夏の星空と星座を観察しまし
た。また、天体観測車ビュースター号に設置し
てある望遠鏡から土星を観察。普段、肉眼では
見ることのできない土星の輪が見えると車内か
ら大きな歓声が聞こえました。参加者は、川内
峠から見る夜空に散りばめられた星空に魅入っ
ていました。

川内峠の夜空から宇宙の広さを感じる



オ
ラ
ン
ダ
船
錨

媽
姐
像
お
よ
び
そ
の
随
身

ま　

そ

▲市役所前に展示してあるオランダ船錨

▲左から千里眼、媽姐、順風耳

ず
い
し
ん

Interview

い
か
り

市
指
定
文
化
財

海
外
と
の
交
流
を
知
る
文
化
財　

61

■名　称

　オランダ船錨

■種　別

　市指定文化財

■指定年月日

　昭和57年1月26日

■所有者　平戸市

■所在地

　平戸市岩の上町

■名　称

　媽姐像およびその随身

■種　別

　市指定文化財

■指定年月日

　昭和52年3月1日

■所有者　川内観音堂

■所在地

　平戸市川内町
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16
世
紀
後
半
か
ら
17
世
紀
初
頭
の
平
戸

は
外
国
貿
易
の
中
心
地
で
し
た
。

　

1
6
0
9
年
に
は
オ
ラ
ン
ダ
商
館
が
、

1
6
1
2
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
商
館
が
次
々

に
設
置
さ
れ
ま
す
。
当
時
の
貿
易
船
は
流

れ
が
速
く
浅
瀬
で
あ
る
平
戸
港
で
荷
揚
げ

を
し
た
後
は
、
副
港
と
な
っ
て
い
た
川
内

港
で
北
東
の
風
が
吹
く
秋
口
ま
で
停
泊
し

て
い
ま
し
た
。
こ
の
川
内
港
で
昭
和
27
年

に
引
き
上
げ
ら
れ
た
の
が
、
現
在
市
役
所

前
に
展
示
さ
れ
て
い
る
錨
で
す
。
松
浦
史

料
博
物
館
に
展
示
し
て
あ
る
県
指
定
の
オ

ラ
ン
ダ
船
錨
と
ほ
ぼ
同
型
で
あ
る
こ
と
か

ら
オ
ラ
ン
ダ
船
錨
で
あ
る
と
認
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
大
型
の
錨
の
基
部
に
は
外
径
60

㎝
の
鉄
輪
が
付
い
て
お
り
、
使
用
さ
れ
て

い
た
当
時
の
ま
ま
の
姿
を
と
ど
め
て
い
ま

す
。
ま
た
同
時
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
中
国

船
に
使
用
さ
れ
た
錨
石
も
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

媽
姐
は
中
国
南
部
で
航
海
安
全
の
船
神

の
一
つ
と
し
て
厚
い
信
仰
を
集
め
て
い
ま

す
。
随
身（
護
衛
を
す
る
人
）に
千
里
眼

（
千
里
先
が
見
渡
せ
る
）と
順
風
耳（
あ
ら

ゆ
る
情
報
が
聞
こ
え
て
く
る
）を
従
え
て

い
ま
す
。
そ
の
媽
姐
像
が
県
指
定
史
跡
鄭

成
功
居
宅
跡
に
隣
接
す
る
川
内
観
音
堂
に

祭
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鄭
芝
龍
ら
の

中
国
貿
易
を
行
う
船
で
日
本
に
運
ば
れ
て

き
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
媽
姐
の
全
高

は
約
33
㎝
、
随
身
は
約
22
㎝
で
中
国
の
明

清
時
代（
1
3
6
8
〜
1
9
1
2
年
）に
製

作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
椅
子

に
腰
掛
け
、
中
国
風
貴
婦
人
の
堂
々
と
し

た
風
格
を
持
ち
、
随
身
は
両
足
を
踏
み
開

い
て
立
ち
、
中
国
風
の
甲
冑
に
身
を
包
ん

で
い
ま
す
。
昭
和
50
年
の
調
査
で
浦
恒
一

氏
に
よ
り
見
出
さ
れ
、
現
在
で
も
川
内
町

で
大
切
に
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。

か
わ
ち

ず
い
し
ん

せ
ん

り

が
ん

じ
ゅ
ん
ぷ
う
じ

せ
い
こ
う
き
ょ
た
く
あ
と

て
い

か
わ
ち
か
ん
の
ん
ど
う

て
い
し
り
ゅ
う

し
ん

み
ん

　北部公民館使用団
体連絡協議会会長。
　仲間との演奏も楽
しいけど、奥様の歌
う民謡に合わせて、
尺八を演奏するのも
楽しみのひとつ。
　尺八を演奏する時
は、「門屋尚山」の名
前で出演しています。

生涯学習実践人
門屋　多佐雄さん
◎大久保町（63）

ど
ん
な
曲
も
演
奏
で
き
る
尺
八
は

世
代
を
超
え
て
楽
し
め
る

門
屋　

多
佐
雄
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

温
か
な
音
色
を
奏
で
る
尺
八
の
演
奏
者

が
い
ま
す
。
門
屋
多
佐
雄
さ
ん
で
す
。

　

35
年
前
、
習
っ
て
い
た
剣
道
の
師
匠
に

誘
わ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
心
に
響
く

音
色
を
持
つ
尺
八
に
魅
せ
ら
れ
、
２
年
後

に
は
准
師
範
の
免
許
を
取
得
し
ま
し
た
。

仕
事
で
転
勤
が
多
か
っ
た
門
屋
さ
ん
で
す

が
、
ふ
る
さ
と
平
戸
に
転
勤
に
な
っ
て
か

ら
は
、
地
元
の
人
に
も
っ
と
尺
八
の
素
晴

ら
し
さ
を
伝
え
た
い
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
尺
八
の
指
導
を
始
め
ま
し
た
。

　

平
成
12
年
に
尺
八
、
琴
、
三
味
線
を
演

奏
す
る
仲
間
と「
日
本
の
伝
統
音
楽
を
守

る
会
」を
結
成
。
伝
統
あ
る
楽
器
を
も
っ

と
子
ど
も
た
ち
に
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い

た
い
と
、
平
戸
市
内
だ
け
で
な
く
市
外
の

小
・
中
学
校
に
出
向
い
て
演
奏
を
行
い
、

子
ど
も
た
ち
に
実
際
に
体
験
を
さ
せ
た
り

と
意
欲
的
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
東
日
本
大
震
災
支
援
の
た
め
長

期
間
に
わ
た
り
各
地
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
演
奏

活
動
を
し
て
い
ま
す
。「
東
日
本
大
震
災

は
決
し
て
忘
れ
て
は
い
け
な
い
出
来
事
で

す
。
音
楽
を
通
し
て
、
み
な
さ
ん
の
心
の

中
に
い
つ
ま
で
も
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
し
、
後
世
に
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
力
強
く
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

和
楽
器
の
音
色
を
身
近
に
感
じ
て
ほ
し
い

平
戸
の
子
ど
も
た
ち
に
も
伝
統
音
楽
を
し
っ
か
り
伝
え
て
い
き
た
い
。

　

か  

ど　

 

や

た　
　

さ　
　

お



このほかにもたくさんの
新着図書があります！！

田平町中央公民館図書室 ☎57‐0207

大島村公民館図書室 ☎55‐2985

南部公民館図書室 ☎27‐0047

生月町中央公民館図書室 ☎53‐0541

～図書館からのお知らせ～ 平戸・永田記念図書館開館時間：午前10時～午後6時（金曜日午前10時～午後7時）

★★★

永

永大生

南

■図書館ホームページ■
インターネットを使って図書館の情報を
見ることができます。

◎パソコンから
　URL http://www.hirado-libraries.jp/

◎携帯電話から
　携帯電話のバーコード
リーダーで右のＱＲコー
ドを読み込んで簡単にア
クセスできます。

生
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　「将来の夢はＪリーガー！」そんな
中学生の皆さんにおすすめの本で
す。プロになるための26ルートやプ
ロ選手474人のデータが満載。リカ
ルジーニョの足技なども収録されて
います。

　小林一茶、大野林火･･･。有名な俳
人の句を季節ごとに分けて紹介。親
しみやすい訳とわかりやすい解説が
魅力的です。使われている季語や俳
人年表も収録。五・七・五で表現された、
珠玉の俳句が、あなたの心をピカピ
カにしてくれます。

『中学サッカー小僧
　親子で目指すプロ選手』
作／四宮佑次
出版社／ランダムハウス講談社

著／齋藤孝　　絵／大塚いちお
出版社／パイインターナショナル

『ピカピカ俳句』

　人類で初めて月世界に一歩をしる
したタンタンでしたが、地球へ帰還
する途中で、最大の窮地に追い込ま
れてしまいます。少年記者のタンタ
ンと愛犬スノーウィの活躍を描いた
タンタンシリーズは世界中で大人
気。原作発表は1954年。アメリカ
の月面着陸よりずっと前に描かれた
作品というのも興味深いですね。

作／エルジュ
出版社／福音館書店

　「家日和」に続く、奥田版ホームド
ラマの第２弾です！今回は、「里帰
りのしきたりに戸惑う新婚夫婦」な
ど、ささやかだけど当人にとって、
悩ましい問題をかかえた家族のお話
です。どこにでもある平凡な家庭ド
ラマが最高に面白くって、涙腺を刺
激します。

『我が家の問題』
著／奥田英朗
出版社／集英社

　特に女性の脳内のセロトニン不足
が不眠症、冷え症、更年期障害など
の病気の原因の１つとして知られて
います。セロトニンを分泌するウォー
キング法を学び「ひらどツーデー
ウォーク」に参加して心もからだも、
スッキリ＆キレイになりませんか？

『セロトニン・ウォーキングで、
　　　  スッキリ＆キレイ！』
頭も冴えて、目元パッチリ・小顔になる毎日の習慣

　加齢とともに体が身軽に動かなく
なると、心まで、消極的になりがち。
生きている喜び、幸せ十分に味あう
には、心の向きをちょっと明るみに
かえればいいだけ。人生90年、ひた
むきに生きてきた著者の人生を充実
させるエッセイ集です。

『九十歳。生きる喜び
　　　　学ぶ楽しみ 』
著／清川　妙
出版社／海竜社

作／有田秀穂
出版社／エクスナレッジ

■おはなし会／毎週土曜日　午後２時～
■赤ちゃんおはなし会／ 14日　 午前10時30分～
　　　　　　　　　　　北部公民館 和室大

平戸図書館 ☎22‐4017

●９月の主なもよおし●

■おはなし会／３日　・17日　・24日　
　　　　　　　午後2時～　市ふれあいセンター児童室
■大人の工作教室「エコぶくろづくり」／
　　　　10日　午後2時～　市ふれあいセンター工芸室

永田記念図書館 ☎28‐0128

土

土

土 土

水

●９月の主なもよおし●

◎休館日／６日　、13日　、20日　、25日　、27日日火 火 火 火

◎休館日／６日　、13日　、20日　、25日　、27日日火 火 火 火

田

平

平

平 永 南 生 田
大

※　：平戸図書館　　：永田記念図書館　　：南部公民館図書室　　：生月町中央公民館図書室　　：田平町中央公民館図書室
　　：大島村公民館図書室　

『月世界探検』

XX
トツィーンス！　（Tot ziens！）

　　

崎
方
町
に
あ
る
井
元
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
存
在
は
前
か
ら
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
度
、
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
オ
ー
プ

ン
に
合
わ
せ
て
、
８
月
か
ら
改
め
て
開

館
し
本
格
的
に
稼
動
し
て
い
ま
す
。
こ

の
機
会
に
、
こ
の
施
設
の
管
理
者
で
あ

り
所
有
者
の
井
元
照
三
さ
ん
に
ご
案
内

を
頂
き
、
館
内
の
見
学
と
展
示
品
の
鑑

賞
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ど
う
や
っ
て
こ
れ
だ
け
の
貴
重
な

品
々
を
集
め
た
の
だ
ろ
う
と
、
改
め
て

考
え
さ
せ
ら
れ
る
ほ
ど
展
示
さ
れ
て
い

る
芸
術
品
、
骨
董
品
は
珍
し
い
も
の
が

多
く
、
圧
倒
さ
れ
ま
す
。
オ
ラ
ン
ダ
に

由
来
す
る
も
の
か
ら
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
、

さ
ら
に
東
南
ア
ジ
ア
一
帯
の
文
化
と
関

連
づ
け
ら
れ
る
古
美
術
品
は
、
所
有
者

の
井
元
さ
ん
の
幅
広
い
人
脈
と
文
化
に

対
す
る
造
詣
の
深
さ
を
想
像
さ
せ
ま
す
。

　

そ
し
て
建
物
の
２
階
に
も
、
珍
し
い

芸
術
品
が
所
狭
し
と
展
示
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
妖
艶
さ
と
滑
稽
さ
は
、
貿
易
で
栄

え
た
平
戸
港
の
裏
世
界
を
感
じ
さ
せ
る

奥
深
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

井
元
さ
ん
は
80
歳
の
年
齢
を
感
じ
さ

せ
な
い
若
々
し
さ
と
独
特
の
ユ
ー
モ
ア

で
鑑
賞
す
る
私
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く

だ
さ
い
ま
す
。
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
か

ら
す
ぐ
近
く
で
も
あ
り
、
歩
い
て
楽
し

む
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
に
な
る
こ
と

が
期
待
で
き
ま
す
。

　

拝
観
料
は
大
人
３
０
０
円
で
、
開
館

時
間
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分

で
す
。
詳
し
く
は
井
元
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

（
☎
23-

３
６
０
０
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

平
戸
港
の
栄
華
を
彷
彿
さ
せ
る

私
立
博
物
館

井
元
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
初
鑑
賞

▲井元コレクションの地図。平戸オ
ランダ商館からすぐ近く。駐車場は、
平戸港交流広場をご利用ください。

▲アジア各方面から集められ
た珍しく高価な展示品の説明
を受ける。

魅
力
溢
れ
る
平
戸
。み
な
さ
ん
は
本
物
の
平
戸
を
体
験
し
て
い
ま
す
か
？

このコーナーは、市長が初体験した平戸の魅力を、広く市民のみなさんにも参画し、体験してもらうためのコラムです。

vol.20

黒
田
市
長
の
平
戸

黒
田
市
長
の
平
戸
初　
験
体

記

黒
田
市
長
の
平
戸
初　
験
体

記

　ホイ！（こんにちは！）９月になり、やっと平戸オランダ商館がオープンします！平戸オランダ

商館の復元と、2000年から続けてきたオランダとの交流事業のおかげで、平戸のことはオランダで少しずつ

注目されてきました。オランダは九州と同じぐらいの面積で小さな国です。オランダ人は外国に行っても、

そこに自分の国のことが知られているのが当たり前ではありません。ですので、オランダ人はこの遠く離れ

た平戸に来て、オランダの文化財、歴史などを見ることができると、すごく感動します。私は平戸のみなさ

んがオランダとの歴史や現在の交流を大事にしていることを本当に感謝しています。

　私は、この「Hirado　X-change」コーナーを３年半前から書いています。X-change(エックス・チェンジ)と同

じ発音のexchangeには「交流」という意味があります。また、Xは「なにか」、changeは「変化」や「発展」を意味

します。私はオランダ商館を見たり、交流事業に参加した子どもたちの笑顔を思い出すと、３年半の間に交

流のおかげでいろいろなものが発展してきたと実感しています。

　今月の平戸オランダ商館開館、そしてノールトワイケルハウト市との姉妹都市締結で、オランダとの交流

がさらに発展していくものと思います。そのことにあわせて、このコーナーも別の名前と形で続けたいと思

います。今まで読んでいただいて、みなさんに感謝します。来月からもよろしくお願いします。

　トツィーンス！（またね！）



▲7月31日舘浦競漕船大会2011陸上イベントでの一コマ▲7月31日舘浦競漕船大会2011陸上イベントでの一コマ

☆まちの話題！Photoコーナー

　８月５日、平戸文化セ
ンターで「第47回平戸珠
算選手権大会」が行われ
ました。選手たちは真剣
なまなざしでそろばんを
弾き、腕を競いました。

みなさんの投稿した写真やみなさんの情報で撮った話題を紹介！

▼

そろばんで正確な計算 船上から花火を鑑賞

　８月６日と17日の２
日間、「平戸海響ナイト
クルージング」が行われ
ました。観光ガイドの説
明を聞き、クルージング
と花火を鑑賞しました。

▼

みなさんのみなさんの投稿や投稿や情報情報を
お待ちしています！お待ちしています！
みなさんの投稿や情報を
お待ちしています！

　郵便、FAX、E‐Mailで、氏 名（ふりがな）、年齢、
性別、住所、電話番号、ペンネームまたはイニシャル
を記入の上、広報ひらどを読んだ感想や取り上げてほ
しい話題や記事、平戸市への思い、あなたの身近な出
来事などを書いてご応募ください。
　お便りをいただいた人の中から抽選で10名様に上
記商品をプレゼント。応募締切は９月22日（木）当日
消印有効です。当選の発表は、商品の発送をもって代
えさせていただきます。

◎あて先
　〒859‐5192　平戸市岩の上町1508番地3
　市長公室政策推進課秘書広報班
　「市民の声＆読者プレゼントコーナー」係　
　▼F A X 　22‐2419
　▼E-Mail　kouhou@city.hirado.lg.jp
※市ホームページからも投稿することができます。
※個人情報の取り扱いについては、「平戸市個人情報
　保護条例」に基づき適正に行います。なお、プレゼ
　ント発送のために個人情報を商品取り扱い事業者に
　提供いたしますのであらかじめご了承ください。

P R E S E N T S
読者プレゼントコーナー

市民のみなさんからの
おたよりお待ちしています。

　

平
戸
港
の
見
え
る
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト

に
、
数
多
く
の
外
国
の
国
旗
と
日
の
丸
が

立
ち
並
ぶ
風
景
が
目
に
入
る
と「
今
日
は

何
の
日
だ
ろ
う
」と
、
つ
い
足
を
止
め
て

近
く
の
人
に
尋
ね
て
み
た
く
な
り
ま
す
。

こ
の
平
和
な
交
流
の
日
々
が
本
当
に
う
れ

し
い
で
す
。

（
長
寿
祝
金
を
い
た
だ
い
た
バ
ー
バ　

女
性
）

●

　

平
戸
港
海
岸
通
り
を
通
っ
て
い
た
ら
、

色
鮮
や
か
に
オ
ラ
ン
ダ
・
日
本
両
国
の
国

旗
が
立
秋
の
空
に
揚
が
っ
て
い
ま
し
た
。

外
国
か
ら
お
客
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
時
や

行
事
な
ど
の
際
に
両
国
の
国
旗
を
掲
げ
て

相
手
国
に
敬
意
と
歓
迎
の
心
を
表
し
て
い

る
こ
と
は
、
平
戸
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
姿

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
相
手
国
の
国
旗

を
調
べ
る
の
も
楽
し
み
で
す
。

（
Ｋ
・
Ｋ　

77
歳
男
性
）

●

　

先
月
の
広
報
ひ
ら
ど
最
終
ペ
ー
ジ
に

「
ひ
ら
ど
ツ
ー
デ
ー
ウ
ォ
ー
ク
」の
お
知
ら

せ
が
あ
り
、
い
よ
い
よ
近
づ
い
て
き
た
と

い
う
感
じ
が
し
ま
す
。
人
気
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
大
会
に
気
軽
に
参
加
で
き
る
喜
び
を

か
み
締
め
な
が
ら
、
２
日
間
、
計
60
㎞
を

完
歩
し
た
い
で
す
。（

遊
歩
人　

55
歳
男
性
）

●

　
「
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ
に
似
て
な
い
？
」

「
左
側
の
は
、
大
黒
様
み
た
い
」。
夏
の
空

を
見
上
げ
て
入
道
雲
を
見
て
い
る
と
、
い

ろ
ん
な
形
に
見
え
て
き
ま
す
。「
あ
れ
！

さ
っ
き
の
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ
が
ゾ
ウ
さ
ん

に
見
え
て
き
た
」。
雲
を
見
て
い
る
と
楽
し

い
で
す
よ
。

（
ア
ユ
タ
の
母　

67
歳
女
性
）

●

　
「
ビ
ー
ト
ル
夢
パ
ッ
ク
」が
届
き
ま
し
た
。

お
野
菜
や
干
物
の
詰
め
合
わ
せ
で
、
そ
の

中
に
川
内
か
ま
ぼ
こ
も
入
っ
て
い
て
、
お

い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
心
し
た
の

は
、
広
報
ひ
ら
ど
の
中
身
の
濃
さ
。
国
際

的
、
平
和
的
で
隅
か
ら
隅
ま
で
読
み
ま
し

た
。
益
々
の
ご
発
展
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
Ｃ
・
Ｈ　

69
歳
女
性
）

●

　

毎
月
の
広
報
紙
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。「
ま
ち
の
話
題
！
P
H
O
T
O
コ
ー

ナ
ー
」は
、
特
に
楽
し
み
で
す
。
今
後
取

り
上
げ
て
ほ
し
い
記
事
と
し
て
、
平
戸
オ

ラ
ン
ダ
商
館
オ
ー
プ
ン
記
念
で
、
オ
ラ
ン

ダ
の
家
庭
料
理
な
ど
を
取
り
上
げ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

（
Ｉ
・
Ｍ　

62
歳
女
性
）

●

　

ふ
る
さ
と
を
離
れ
50
余
年
に
な
り
ま
す
。

生
ま
れ
育
っ
た
度
島
に
は
、
き
ょ
う
だ
い

た
ち
が
健
在
で
す
。「
や
ら
ん
ば
！
平
戸
」

応
援
寄
附
金
の
お
か
げ
で
、
広
報
ひ
ら
ど

か
ら
情
報
を
得
て
い
ま
す
。

（
Ｔ
・
Ｓ　

72
歳
男
性
）

●

　

我
が
家
の
犬
が
出
産
し
ま
し
た
。
オ
ス

が
２
匹
産
ま
れ
ま
し
た
。 
１
匹
の
体
が
生

ま
れ
つ
き
大
き
く
、
人
間
で
い
え
ば
巨
大

児
。 

そ
れ
で
も
や
は
り
赤
ち
ゃ
ん
。
母
親

の
お
乳
を
必
死
で
吸
う
姿
は
、
と
て
も
か

わ
い
い
も
の
で
す
ね
。

　
（
ひ
ま
わ
り　

60
歳
女
性
）

●

　

先
日
、
子
ど
も
が
久
し
ぶ
り
に
カ
ブ
ト

ム
シ
を
捕
ま
え
て
き
ま
し
た
。 

ス
イ
カ
、

キ
ュ
ウ
リ
、
そ
し
て
カ
ブ
ト
ム
シ
の
餌
と

い
う
ゼ
リ
ー
を
少
し
ず
つ
あ
げ
て
い
ま
す
。

狭
い
所
に
入
れ
ら
れ
て
ち
ょ
っ
と
、
か
わ

い
そ
う
な
気
も
し
ま
す
が
、
し
ば
ら
く 

お
い
し
い
ご
ち
そ
う
を
堪
能
し
て
ね…

。

（
あ
さ
が
お　

38
歳
女
性
）

●

　

夏
休
み
に
入
っ
て
、
友
達
と
海
で
泳
ぎ

ま
し
た
。
と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

（
か
き
ご
お
り　

11
歳
女
性
）

●

　

こ
の
夏
、
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
始

め
た
息
子
。
裸
で
外
へ
飛
び
出
し
、
郵
便

屋
さ
ん
に
笑
わ
れ
る
始
末
で
す（
笑
）

（
は
や
こ
ち
ゃ
ん　

27
歳
女
性
）

●

　

今
年
の
花
火
大
会
で
は
、
初
め
て
平
戸

の
伝
統
あ
る「
平
戸
ジ
ャ
ン
ガ
ラ
」を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
と
て
も
見
応
え
が

あ
り
、
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。
踊
ら
れ

た
み
な
さ
ん
、
暑
い
な
か
大
変
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。

（
匿
名
希
望　

男
性
）

●

※

こ
の
ほ
か
、
3
通
の
お
便
り
が
あ
り
ま

　

し
た
。

このコーナーは、広報ひらどの読者のみなさん
からの声を伝えるページです。
広報ひらどへの感想、平戸市への思い、
身近な出来事など、
たくさんの声をお寄せください。

c
o
m
m
u
n
ity

市民の声
Ci t i z e n ’ｓ　Vo i c e s

広報ひらど 平成23年9月号Hirado City Public Relations,2011.923　 22     

今回の応募総数は、15通でした。

※プレゼントは、事業所などから提供をいただいています。

▲7月31日舘浦競漕船大会2011陸上イベントでの一コマ

大振りの身から溢れる
　　　　濃厚な海のエキス

フローリスト　平戸花壇
「チューリップひらどの球根10個」を
　　　　　　　10名様にプレゼント！
　平戸花壇では、６年前からオランダ産のチューリッ
プに「ひらど」の名前が付かないものかと取り組んでい
ました。2009年4月22日、オランダのノールトワイ
ケルハウト市出身のシモン・ペンニングズ氏が栽培し
た新品種のチューリップに、同市長が「チューリップ
ひらど」（公式名：Tulipa Hirado）と名づけました。
2009年の平戸オランダ年に誕生した「チューリップひ
らど」は、平戸とオランダの友好の証です。2000年か
ら交流を続けているノールトワイケルハウト市とは、
今月18日に姉妹都市締結をします。今回、姉妹都市
締結を記念して「チューリップひらど」の球根を10個
ずつ10名様にプレゼントします。ぜひ来年の春に、
友好の花「チューリップひらど」を咲かせてみませんか。
◎プレゼント品についてのお問い合わせ
　フローリスト　平戸花壇
　〒859-5112　平戸市宮の町647番地
　TEL・FAX 22-5007

平戸とオランダの友好の証平戸とオランダの友好の証平戸とオランダの友好の証

Tulipa HiradoTulipa HiradoTulipa Hirado



■■活動ＤＡＴＡ■■

校　　長：小野　俊文

部　　長：中島　頌

部 員 数：男子５人

大募集！「まちのひとびと」へあなたも投稿しませんか？
募集しています

「実践空手武道　空心塾」「初志貫徹」

　空心塾は、実践空手、古武道を通じて青少年の育成や心

と体を鍛えることを目的に創設されました。実戦空手とは、

攻撃を寸止めせずに相手に直接打撃を加え、関節技なども

技とする空手です。また、棒状の武具トンファや十手に似

たサイと呼ばれる武具を使った型を競う古武道の練習もし

ています。同塾では、練習生の多くが九州大会や全日本の

大会で優勝や上位入賞するなど多くの実績を上げています。

今は、今月25日に北九州で行われる全日本空手道大会に

向けて、練習に一層の気合が入ってい

ます。練習では、直接打撃を受けるた

め、楽しいときばかりでなく、きつい

ときもありますが、始めたからにはや

めない、あきらめない、「初志貫徹」や

り遂げる気持ちが育っていると思いま

す。体だけではなく、心も強くなりた

いと思っている人、興味がある人は、

ぜひ見学に来てください。
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「クラブ紹介」
　スポーツ団体や芸能団体など、平戸のまちで活躍するさまざまな団体を紹介します。私たちの活動を紹介して欲しい、
など掲載を希望する団体は下記までご連絡ください。

「なかよしおやこフォト」
発行月にお誕生日を迎える６歳まで（未就学児に限る）のお子さんとそのご両親、またはどちらか一方を募集します。掲
載は、先着２組の家族まで。申込期限は、発行月前の15日です。掲載のご予約は、お気軽に、お早めに。
○応募方法　写真に名前・住所・電話番号・メッセージ、家族紹介文を添えて郵便、またはＥメールにてご投稿ください。
※写真は返却しません。ご投稿いただいた作品は必ずしも掲載とは限りませんのでご了承ください。

あて先　〒859-5192　平戸市岩の上町1508番地３　市長公室秘書広報班　E-Mail kouhou@city.hirado.lg.jp

vol.
　15

なかなか
よしよしおやこおやこ

フォトフォト

なか
よしおやこ

フォト
おやこ
フォト

ひ
らど

「猶興館高等学校大島分校 流儀伝承高校生の会」「これまで支えてくださった
　　　　　村のみなさんに感謝」

　流儀伝承高校生の会は、若者の流出で後継者不足が続い

ていたことを受け、平成元年に流儀の保存会や大島村教育

委員会の援助を受けて結成し、平成22年度まで活動をし

ていました。毎年、夏休みに地区の公民館で保存会のみな

さんの指導の下、秋の体育大会での発表を目指して、流儀

の継承に取り組んできました。流儀は村内に各流派がある

ので、会では２～３年おきに交代で学び、学んだ流儀は、

大島分校の体育大会のほか、大島村ふるさと祭り、島外で

は、県高等学校総合文化祭や子ども伝

統芸能大会などで発表しました。

　22年間、流儀の伝承を継続してきた

ことで、８月15日に開催された「盆踊

り合同公開」で、大島村盆踊り振興会

から感謝状を受けました。これまで活

動を支えてくださった村のみなさんを

はじめ、会で継承活動に取り組んだ卒

業生の先輩たちにも感謝しています。

■■活動ＤＡＴＡ■■
活 動 日／毎週水・日曜日
　　　　　午後６時30分～午後９時
活動会場／平戸文化センター（水曜日）
　　　　　平戸小学校（日曜日）
対 象 者／どなたでもOK
連 絡 先／代表宅☎22-2222
部 員 数／ 40人
参 加 費／ 1,000円（月額）
代　　表／千北　健三さん（宮の町）

小山真樹さん・義子さん  （田平町野田免）

楓太くん・歩楓ちゃん（H17.９.12生）

「元気に明るく育ってね！」　

■呼び方 「あゆぅ」

■好きな遊び 「ままごと」

■興味を持ち始めたこと 「竹馬乗り」「ひらがなの練習」

■天使のしぐさ 「かわいい寝顔」

　歩楓は今年、年長さんになって張り切っています。
お兄が宿題していないと母親より先に注意していま
す(笑)。都合のいいときには甘えん坊な5歳児になり、
またあるときには、小さいママになってお手伝いを
する忙しい日々を送っています。
　興味があるうちにどんどんお手伝いをさせたり、
来年は小学１年生になるので、勉強も焦らず取り組
んでいこうと考えてます。これからも楓太兄と仲良
くしてね。

「海のように、広く深く大きな人になってね」

■呼び方 「かい」

■好きな遊び 「ブロック」「パズル」「サッカー」

■興味を持ち始めたこと 「紙で作ったチャンバラで遊ぶ」

■天使のしぐさ 「歌をすぐ覚えて歌うところ」

　海は、いつも元気いっぱい！お外では、三輪車に
乗ったり、サッカーや砂遊びが大好き。家の中では、
ブロックを組み立ててお寺や車を作ったり、パズル
で遊んだり、ボクシングもします。２歳くらいから、
おしゃべりが上手で、平戸弁で話しています。また、
９つ年上の兄に早く追いつこうと、海は、宿題をし
ている兄の隣でノートを開いて勉強のまねをするこ
ともあります。
　マイペースで活発な海は、わが家の太陽です。

 おやま　 まさ き よし  こ

ふう  た あゆ　か

中野 靖さん ・聡子さん（岩の上町）

 海くん（H20.９.30生）・竜汰くん

な か  の やすし さ と  こ

りょうたかい

くう しん じゅく



広報ひらど 平成23年9月号 26Hirado City Public Relations,2011.927

　7月23日～25日に、県内各地で開催された「長崎県中学校総合体育大会」で上位入賞を果たした、本市の中学生が、
九州大会に出場しました。ここでは、８月５日と７日に行われた九州大会の結果をお知らせします。

長
引
く
咳
は
、イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
！

熱
中
症
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

９
月
24
日
〜
30
日
は
結
核
予
防
週
間
で
す

体
調
の
変
化
に
気
を
つ
け
、熱
中
症
予
防
の
心
が
け
を

【
お
問
い
合
わ
せ
】保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
サ
ー
ビ
ス
班　

℡
内
線
３
７
１
１

【
お
問
い
合
わ
せ
】消
防
本
部
警
防
課　

℡
内
線
２
１
３
３

九州大会に出場した本市の中学生アスリート

　○相 撲　
　　８月５日（金）　大分県宇佐市総合運動場相撲場にて開催　　
　　松園大成　予選敗退　

　○空手道
　　８月７日（日）　福岡県北九州市立総合体育館にて開催
　　『個人』
　　　【男子個人組手】　白石智哉　第３位　　【女子個人形】　松倉七海　１回戦敗退
　　『団体』
　　　【女子団体組手】　生月中学校　１回戦敗退（内容負け）

■九州大会結果

【前列】

【後列】
空手道女子団体組手
生月中学校
（３年）田島可菜　　（３年）豊増綾香　　（２年）末永綾乃　　（２年）石山　幸　　（１年）久富捺由

空手道女子個人形
田平中学校
（３年）松倉七海

相 撲
中部中学校
（１年）松園大成

空手道男子個人組手
生月中学校
（３年）白石智哉

目指せ！ 2014長崎がんばらんば国体

平戸の くアスリート 2011・夏輝
結核は「過去の病気」ではありません  ～日本は結核の「中まん延国」です～

結核って、どんな病気？

結核にかかると、どうなるの？

　結核は、全国で１日に約66人の新たな患者が発生し、約６人が命を落としています。
　平成21年の状況によると、県内では、316人が新たに結核患者として診断され、そのう
ち、県北保健所管内（平戸市・松浦市・佐々町）では、21人が結核患者と診断され保健所
へ登録されました。全国の「り患率」（新登録患者数を人口10万対率で表したもの）は、19.０
に対し、県内の「り患率」は22.１、県北保健所管内での「り患率」は28.２となっており、県
北保健所管内では、り患率が高いといえます。

　結核に感染しても、健康で体力があれ
ば、結核菌の増殖が抑えられますが、加
齢とともに体力が衰えると、免疫力が結核
菌に負けて発病します。現在、とくに高齢
者の発病が増えてるのはそのためです。

　治療の基本は服薬です。もし発病しても、
排菌（咳や痰とともに結核菌が空中に吐き
出されること）していない場合は、他の人
に感染させる心配はありません。入院しな
くても通院で治療ができます。

咳が２週間以上続く・痰がでる（痰に血が混ざる）・体がだるい・微熱が続く
また、40歳以上の人は、市が実施する結核・肺がん健診をきちんと受けることが大切です。

　結核は、結核菌によって主に肺に炎症を起こす病気です。重症の結核患者の咳などで
　結核菌が飛び散り、周りの人がそれを直接吸い込むことで感染します。

「風邪かな？」と思う、次のような症状が続くときは、医療機関で診察を受けてください

　すぐに発症するわけではありません

熱中症にかかると、次のような
さまざまな症状が現れます

▲

　結核は「治る病気」です

▲

Ｑ

Ｑ

　９月になると、真夏日が多い８月に比べて過ごしやすくなります。しかし、日中の最高気
温が25度以上になる夏日もあり、９月も熱中症にかかり病院に搬送される人がいます。
　熱中症は、高温多湿な環境の下で、体内の水分および塩分（ナトリウムなど）のバランス
が崩れたり、体内の調整機能がうまく働かずに発症します。

●重症度Ⅰ
　めまいや立ちくらみ、筋
肉痛や筋肉のこむら返り、
大量の発汗など。

●重症度Ⅱ
　頭痛、気分の不快、吐き
気、体がぐったりする、力
が入らないなど。

●重症度Ⅲ
　意識障害やけいれん、手
足が動かなくなる、呼びか
けや刺激への反応がおかし
い、ガクガクと引きつけがあ
る、まっすぐに歩けない、高
体温（体に触ると熱いという
感触がある）など。

熱中症になったときの処置は

熱中症の予防対策

１．涼しい場所へ移動させる
２．衣服を緩めて、体を冷やす
３．水分・塩分を補給する
自力で水を飲めない、意識がない場合、
直ちに救急車を要請しましょう！

○日中、長時間の作業などを行う場合は
　途中で休憩をとる
○気温や湿度が高いなかでの作業やク
　ラブ活動中は、こまめに水分を補給し、
　体調が悪い時には無理をしない

 た   しま   か    な

 まつくら  なな   み  まつぞの たいせい   しら いし とも  や  

 とよ ます りょうか  すえなが あや  の  いしやま 　　さち  ひさとみ なづ  な

えん
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健康・福祉いきいき通信 健康・福祉いきいき通信

健康・福祉

いきいき通信

　介護保険法の改正を受けて、新しい介護サービスが平成17年に創設されました。地
域密着型サービスは、その改正によってできた新しい介護サービスの形です。
　今回は、市内で整備を進めている地域密着型サービスの内容とその介護施設につい
て説明をします。

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
と
は

本
市
に
お
け
る
高
齢
者
の
状
況

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

　

本
市
に
お
け
る
高
齢
者（
65
歳
以
上
の

市
民
）の
人
口
は
、
平
成
22
年
度
末
現
在

で
１
万
１
，
５
９
０
人
と
な
っ
て
お
り
、

本
市
の
総
人
口
の
32
・
２
％
を
占
め
、
そ

の
う
ち
約
１
，
９
０
０
人
が
何
ら
か
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
が
ら
生
活
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
利
用
者
数
は
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
介
護
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
の
増
加
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
利
用

者
の
み
な
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
施

策
の
実
施
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　　

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
は
大
き
く
分
け
て
３

種
類
あ
り
ま
す
。
自
宅
で
生
活
し
な
が
ら

利
用
で
き
る
訪
問
介
護
や
通
所
介
護
な
ど

の「
在
宅
サ
ー
ビ
ス
」。
常
時
介
護
が
必
要

な
人
な
ど
が
入
所
し
て
利
用
す
る「
施
設

サ
ー
ビ
ス
」。
そ
し
て
今
回
ご
紹
介
す
る

「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」で
す
。　

　

高
齢
者
が
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
っ

て
も
、
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
自
宅
ま

た
は
地
域
で
生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
に

身
近
な
地
域
で
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
で

す
。
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
市
町

村
が
主
体
と
な
っ
て
、
地
域
の
実
情
に
あ

住み慣れた地域でいつまでも。

地域密着型サービスの内容と介護施設

【お問い合わせ】　長寿保険課介護保険班（☎内線2585）

わ
せ
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
施
設
は
、
い
ず

れ
も
定
員
を
少
数
に
絞
っ
て
い
る
た
め
、
介

護
ス
タ
ッ
フ
の
目
が
行
き
届
き
や
す
い
な
ど

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

市
内
で
受
け
ら
れ
る
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

【
入
居
型
サ
ー
ビ
ス
】

○
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護（
グ　

　

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

　

少
人
数
の
認
知
症
の
高
齢
者
が
、
そ
れ

ぞ
れ
個
室
を
持
ち
、
家
庭
的
な
雰
囲
気
の

中
で
入
浴
・
排
泄
・
食
事
な
ど
の
介
護
、

身
の
回
り
の
お
世
話
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
運
動
能
力
の
回
復
を
目

的
と
し
た
機
能
訓
練
な
ど
に
つ
い
て
も
介

護
ス
タ
ッ
フ
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
共
同
生

活
を
行
い
ま
す
。

▼
１
日
あ
た
り
の
自
己
負
担
額
の
目
安

　※

要
支
援
１
に
該
当
す
る
人
は
、
利
用
で

　

き
ま
せ
ん
。

※

食
費
、
居
住
費（
家
賃
）な
ど
の
別
途
実

　

費
負
担
が
あ
り
ま
す
。

※

状
況
に
よ
り
、
そ
の
ほ
か
の
加
算
が
付

　

加
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
在
宅
型
サ
ー
ビ
ス
】

○
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護（
デ
イ
サ
ー

　

ビ
ス
）

　

施
設
な
ど
に
通
い
、
日
常
生
活
に
必
要

な
入
浴
・
排
泄
・
食
事
な
ど
の
介
護
な
ど

身
の
回
り
の
お
世
話
や
機
能
訓
練
を
施
設

な
ど
で
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

▼
サ
ー
ビ
ス
１
回
あ
た
り
の
自
己
負
担
額

　

の
目
安（
６
〜
８
時
間
未
満
利
用
の
場

　

合
）

※

食
費
、
日
常
生
活
に
要
す
る
費
用（
お

　

む
つ
代
な
ど
）は
別
途
実
費
負
担
に
な
り

　

ま
す
。

※

状
況
に
よ
り
そ
の
ほ
か
の
加
算
が
付
加

　

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
】

　　

通
所
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
に
利
用
者
の
家

庭
の
事
情
な
ど
に
よ
り
、
訪
問
サ
ー
ビ
ス

や
短
期
の
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ

て
受
け
ら
れ
る
多
機
能
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

資　格

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

金　額

831円

831円

848円

865円

882円

900円

グループホーム　じゃんがら

平戸荘グループホーム

グループホーム　翔里

グループホーム　いなほ

グループホーム　かぶとむし

グループホーム　おれんじ友

平戸荘共用型認知症対応型デイサービスセンター

デイサービスセンター　とかじん

小規模多機能ホーム　みんなの家

９人

９人

18人

18人

18人

18人

３人

12人

25人

浦の町730番地１

紐差町450番地

津吉町1051番地

生月町山田免1074番地１

田平町深月免405番地１

大島村前平2742番地１

紐差町450番地

岩の上町387番地１

生月町里免2178番地１

22-2559

28-0017

29-1071

53-3012

57-3111

55-2220

28-1155

23-3388

20-5177

資　格

要支援1

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

金　額

4,469円

7,995円

11,430円

16,325円

23,286円

25,597円

28,120円

資　格

要支援1

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

金　額

835円

934円

967円

1,071円

1,175円

1,280円

1,384円

　

平
成
22
年
度
事
業
に
よ
り
整
備
を
進
め

て
い
た
認
知
症
対
応
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

お
よ
び
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設

が
田
平
、
生
月
、
大
島
地
区
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

供
す
る
も
の
で
す
。
本
市
で
は
、
今
回
市

内
に
初
め
て
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
施
設
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
、

そ
の
特
徴
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　
特
徴
①　

通
い
な
れ
た
場
所
に
泊
ま
る

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
利

用
で
は
、「
通
う
」事
業
所
と「
泊
ま
る
」事

業
所
が
異
な
る
な
ど
、
い
く
つ
か
の
事
業

所
を
掛
け
持
ち
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
で
は
、
一

つ
の
施
設
で「
通
い
」「
訪
問
」「
泊
ま
り
」と

い
っ
た
対
応
が
可
能
で
す
。

　
特
徴
②　

一
貫
し
た
対
応
が
可
能

　

従
来
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー（
介
護
支
援
専
門
員
）が
ど
の

よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
べ
き
か
検
討

し
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
立
て
、
複
数
の
事
業

所
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し

ま
す
が
、
小
規
模
多
機
能
サ
ー
ビ
ス
の
場

合
で
は
、「
通
い
」「
訪
問
」「
泊
ま
り
」の
い

ず
れ
の
サ
ー
ビ
ス
も
、
同
じ
環
境
で
、
同

じ
職
員
が
一
貫
し
て
対
応
が
可
能
で
す
。

▼
１
カ
月
の
自
己
負
担
額
の
目
安（
定
額

　

制
）

認知症対応型認知症対応型
グループホームグループホーム

認知症対応型認知症対応型
デイサービスデイサービス

小規模多機能型居宅介護小規模多機能型居宅介護

認知症対応型
グループホーム

認知症対応型
デイサービス

小規模多機能型居宅介護

施 設 種 類施 設 種 類 施 設 名 称施 設 名 称 定員定員 所 在 地所 在 地 電話番号電話番号施 設 種 類 施 設 名 称 定員 所 在 地 電話番号

小規模多機能ホーム
みんなの家（生月町）

グループホーム
かぶとむし（田平町）

グループホーム
おれんじ友（大島村）

本年４月オープン 新
た
な
施
設
が

　
　
　
　

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

本年４月オープン 本年１月オープン

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
人

※

食
費
、
日
常
生
活
に
要
す
る
費
用（
お

　

む
つ
代
な
ど
）は
別
途
実
費
負
担
に
な
り

　

ま
す
。

※

状
況
に
よ
り
そ
の
ほ
か
の
加
算
が
付
加

　

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　　　

原
則
と
し
て
、
本
市
に
居
住
し
て
い
る

人
で
、
認
知
症
の
診
断
が
あ
り
、
介
護
保

険
法
で
定
め
る
要
支
援
１
〜
２
も
し
く
は

要
介
護
１
〜
５
の
認
定
を
受
け
た
人
で
す
。

　

た
だ
し
、
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介

護（
認
知
症
対
応
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）に

つ
い
て
は
、
要
支
援
１
の
人
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
。
利
用
に
つ
い
て
は
、
各
施
設
に
直

接
相
談
す
る
か
、
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー（
介
護
支
援
専
門
員
）に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▼
施
設
案
内

　

本
市
に
は
下
記
の
よ
う
な
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。

「通い」「通い」
サービスサービス

「泊まり」「泊まり」
サービスサービス

「訪問」「訪問」
サービスサービス

小規模小規模
多機能型多機能型

居宅介護施設居宅介護施設

「通い」
サービス

「泊まり」
サービス

「訪問」
サービス

▼小規模多機能型居宅介護のイメージ図

小規模
多機能型

居宅介護施設



平戸市からのお知らせ平戸市からのお知らせ

募　

集

募　

集

　

公
営
住
宅
の
入
居
者
を

　

募
集
し
ま
す

　
　
　
　
　
　

申
・
問
都
市
計
画
課
総
務
住
宅
班

　　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
２
８
４

申
・
問
福
祉
課
子
育
て
支
援
班

　
　
　

☎
内
線
２
５
７
３

乳
児
へ
の
育
児
用
品
貸
出
事
業
の

第
３
期
募
集
に
つ
い
て

申
・
問
都
市
計
画
課
建
築
営
繕
班

　
　
　

☎
内
線
２
２
８
６

耐
震
・
安
心
住
ま
い
づ
く
り
支
援

事
業
に
つ
い
て

申
・
問
農
林
課
農
林
整
備
班

　
　
　

☎
内
線
２
２
６
３

森
づ
く
り
活
動
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

問
文
化
遺
産
課
和
蘭
商
館
復
元
推
進
班

　

☎
内
線
２
６
３
７

金
婚
式
の
思
い
出
に
婚
礼
写
真
を

撮
り
ま
せ
ん
か
？

問
企
画
課
政
策
企
画
班

　

☎
内
線
２
３
３
６

平
戸
婚
活
の
す
す
め
ｖ
ｏ
ｌ
．
５

エ
コ
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で
婚
活
大

作
戦
」参
加
者
を
募
集
し
ま
す

平
戸
市
美
術
展
覧
会
の
作
品
を

募
集
し
ま
す問

文
化
遺
産
課
文
化
遺
産
班

　

☎
内
線
２
６
３
３

　

▼
平
戸
地
区　

各
公
民
館（
北
部
、
中
部
、

　
　

南
部
）

　

▼
生
月
地
区　

生
月
町
博
物
館「
島
の
館
」

　

▼
田
平
地
区　

田
平
町
民
セ
ン
タ
ー

　

▼
大
島
地
区　

大
島
村
離
島
開
発
総
合
セ
ン

　
　

タ
ー

○
審
査
結
果
発
表　

10
月
24
日（
月
）

　

受
賞
者
に
対
し
て
は
、本
人
ま
た
は
団
体（
学

　

校
）宛
に
連
絡
し
ま
す
。

　

※

電
話
な
ど
に
よ
る
問
い
合
わ
せ
は
受
け
付

　
　

け
ま
せ
ん
。

○
表
彰
式　

表
彰
式
は
、
11
月
３
日（
祝
・
木
）

　

に
平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

　

乳
児
の
健
や
か
な
成
長
を
支
援
し
、
保
護
者

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
育
児
用

品
の
貸
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
貸
出
用
品
と
台
数
お
よ
び
貸
出
期
間

　

①
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
10
台
・ 

最
長
１
年

　

②
ベ
ビ
ー
ス
ケ
ー
ル（
体
重
計
）20
台
・
１

　
　

〜
３
カ
月

　

③
ベ
ビ
ー
バ
ス
10
台
・
１
〜
３
カ
月

　

※

申
請
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
し
ま
す
。

　

※

育
児
用
品
の
貸
出
・
返
却
は
、
本
庁
福
祉

　
　

課
子
育
て
支
援
班
ま
た
は
各
支
所
市
民
協

　
　

働
課
、
各
出
張
所
が
窓
口
と
な
り
ま
す
。

○
対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
、
平
成
23

 

年
10
月
１
日
〜
12
月
31
日
に
赤
ち
ゃ
ん
を
出

　

産
予
定
の
保
護
者

　

緑
豊
か
な
ふ
る
さ
と
を
守
り
育
て
る
こ
と
を

目
的
に
、｢

第
１
回
県
北
地
域
美
し
い
ふ
る
さ
と

の
森
づ
く
り｣

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

○
と　

き　

10
月
２
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

　

後
２
時

○
と
こ
ろ　

四
季
の
森
石
倉（
松
浦
市
今
福
町
）

○
内　

容　

ク
ヌ
ギ
植
樹
、
木
工
教
室
な
ど

○
募
集
人
数　

１
５
０
人　

○
参
加
対
象
者　

県
北
地
域
に
お
住
ま
い
の
人

　
（
小
学
生
以
下
は
引
率
者
が
必
要
で
す
）　　

○
申
込
締
切　

９
月
16
日（
金
）

　

※

市
役
所
前
か
ら
送
迎
バ
ス
を
運
行
予
定
で

　
　

す
。

○
出
品
資
格　

小
学
生
以
上
で
市
内
在
住
者
ま

　

た
は
市
内
の
職
場
や
学
校
に
在
籍
す
る
人
は
、

　

ど
な
た
で
も
出
品
で
き
ま
す
。

○
出
品
部
門　

日
本
画
、
洋
画
、
デ
ザ
イ
ン
、

　

工
芸
、
写
真
、
書
、
彫
刻

○
出
品
申
込
・
搬
入　

10
月
５
日（
水
）〜
７
日

　
（
金
）ま
で

○
搬
入
場
所

○
申
請
方
法　

印
か
ん
と
母
子
健
康
手
帳
を
お

　

持
ち
の
う
え
、
福
祉
課
子
育
て
支
援
班
、
ま

　

た
は
各
支
所
市
民
協
働
課
、
各
出
張
所
に
備

　

え
付
け
の
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
期
間　

９
月
５
日（
月
）〜
22
日（
木
）

○
貸
出
日　

10
月
１
日（
土
）以
降

　

こ
の
事
業
は
、
地
震
発
生
時
に
木
造
住
宅
の

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
行
う
、
耐
震

診
断
な
ど
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る

制
度
で
す
。

　

診
断
の
結
果
、
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
住

宅
を
耐
震
改
修
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
費
用
の

一
部
に
つ
い
て
も
助
成
し
ま
す
。

○
対
象
住
宅　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
こ
と

　

が
必
要
で
す
。

　

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
の
建
築
基
準
法
改
正

　
　

以
前
に
着
工
さ
れ
た
住
宅

　

②
申
請
者
本
人
が
所
有
し
、
居
住
す
る
住
宅

　

③
木
造
住
宅
で
３
階
建
て
以
下
の
住
宅

○
助
成
の
種
類
と
助
成
額

　

▼
耐
震
診
断　

３
万
円
を
助
成

　

▼
耐
震
改
修
計
画　

７
万
円
を
上
限
に
助
成

　

▼
耐
震
改
修　

診
断
の
結
果
、
耐
震
基
準
に

　
　

適
合
し
な
い
住
宅
の
改
修
工
事
に
対
し
、

　
　

工
事
費
の
２
分
の
１
で
30
万
円
を
限
度
に

　
　

助
成

○
申
請
締
切
日　

12
月
16
日（
金
）

　

入
居
を
希
望
す
る
人
は
、
申
込
書
に
添
付
書

類
を
添
え
て
、
都
市
計
画
課
、
ま
た
は
各
支
所

産
業
建
設
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
募
集
戸
数　

５
戸

　

①
生
月
地
区　

３
戸

　

②
田
平
地
区　

２
戸

　

※

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
申
込
期
限　

９
月
12
日（
月
）

　

※

郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。（
必
着
）

○
申
込
資
格　

原
則
と
し
て
、
次
の
す
べ
て
の

　

要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

①
収
入
が
公
営
住
宅
法
施
行
令
に
定
め
ら
れ

　
　

た
基
準
内
で
あ
る
こ
と

　

②
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

　

③
地
方
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

　

④
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
に
つ
い
て
は
、
同
居

　
　

ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る

　
　

こ
と

○
添
付
書
類

　

①
世
帯
全
員
の
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
所
得
証

　
　

明
書

　

②
納
税
証
明
書

　

③
住
民
票
謄
本

○
選
考
方
法　

募
集
戸
数
を
超
え
た
住
宅
に
つ

　

い
て
は
、
抽
選
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

　

抽
選
会
は
９
月
下
旬
に
開
催
予
定
で
す
。

　

※

抽
選
会
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
該
当
者
に

　
　

後
日
通
知
し
ま
す
。

【
注
意
】入
居
決
定
後
に
入
居
を
辞
退
す
る
こ
と

　

が
な
い
よ
う
、
事
前
に
十
分
検
討
し
た
う
え

　

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　　

平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
開
館
を
記
念
し
て
、

金
婚
式
を
迎
え
る
ご
夫
婦
を
対
象
に
、
平
戸
オ

ラ
ン
ダ
商
館
で
婚
礼
写
真
を
撮
影
し
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。
ご
家
族
か
ら
の
応
募
も
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

○
対
象
者　

昭
和
36
年（
１
９
６
１
年
）に
結

　

婚
さ
れ
、
今
年
金
婚
式
を
迎
え
る
ご
夫
婦

○
募
集
組
数　

５
組（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、

　

抽
選
と
な
り
ま
す
）

○
撮
影
日　

10
月
31
日（
月
）

○
内　

容　

和
装
も
し
く
は
洋
装
を
選
び
、
着

　

付
け
、
メ
イ
ク
な
ど
を
整
え
た
う
え
で
撮
影

　

し
ま
す
。
撮
影
に
係
る
費
用
は
全
て
無
料
で

　

す
。
さ
ら
に
、
写
真
１
カ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン

　

ト
し
ま
す
。

　
　

た
だ
し
、
交
通
費
・
宿
泊
が
伴
う
場
合
は

　

自
己
負
担
と
し
ま
す
。

○
申
込
方
法　

封
書
で
、
パ
ー
ト
ナ
ー
や
ご
家

　

族
へ
向
け
た
感
謝
の
言
葉
や
、
夫
婦
の
絆
を

　

込
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
添
え
て
、住
所
・

　

氏
名
・
年
齢
・
婚
姻
年
月
日
・
電
話
番
号
を

　

記
入
の
上
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

○
応
募
締
切　

９
月
30
日（
金
）必
着

○
応
募
先　

〒
８
５
９‐

５
１
１
５　

　

平
戸
市
新
町
45‐

１　

愛
ラ
ン
ド
美
容
室

　

な
で
し
こ
会　

長
嶋
美
智

　

☎
22‐

５
５
１
１

　

平
戸
市
地
域
め
ぐ
り
あ
い
協
議
会
で
は
、
結

婚
を
希
望
す
る
男
女
へ
出
会
い
の
場
を
提
供
し

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

９
月
23
日（
祝
・
金
）午
前
９
時

　

〜
午
後
３
時　

○
と
こ
ろ　

京
崎
公
園
、
宝
亀
教
会
周
辺

○
内　

容　

自
然
観
光
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

　

ガ
イ
ド
の
下
、
約
７
km
を
歩
き
ま
す
。
自
然  

　

を
体
感
し
な
が
ら
歩
い
た
後
は
、
ア
ウ
ト
ド

　

ア
料
理
を
一
緒
に
作
り
食
事
を
し
ま
す
。

○
募
集
人
数　

男
女
各
10
人（
応
募
多
数
の
場

　

合
は
抽
選
と
し
ま
す
）

○
参
加
資
格　

25
才
〜
45
才
く
ら
い
の
独
身
男

　

女
○
募
集
締
切
日　

９
月
12
日（
月
）

○
応
募
方
法　

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業
、

　

電
話
番
号
、Ｅ‐

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
ご
記

　

入
の
上
、ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、ま
た
は
Ｅ
メ
ー

　

ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

○
応
募
先　

平
戸
市
岩
の
上
町
１
５
０
８-

３

　

平
戸
市
地
域
め
ぐ
り
あ
い
協
議
会
事
務
局

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

22‐

５
１
７
８

　

Ｅ
メ
ー
ル　

seisakukikaku@
city.hirado.lg.jp
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　８月５日、平戸食育ワークショップチーム（谷川克城会長）が、
ほかのモデルとなる実践的な食育推進活動の取り組みが評価さ
れ、知事表彰を受賞しました。食育ワークショップでは、受講者
が同一の講座で生産者や加工者からこだわりや工夫などを聞き、
テーマとなる食材を使った料理を味わい、その後、生ごみが土に
返るまでの食の循環を体験します。食への感謝や地産地消の重要
性などを理解し、実践へと結びつけやすいことが評価されました。

県の食育推進活動表彰で知事表彰を受賞
　8月４日、長年にわたり社会教育の振興に尽力されている森山
諒さん（津吉町）が、平成23年度長崎県社会教育委員連絡協議会
表彰を受賞しました。社会教育委員とは、市の教育委員会から委
嘱を受け、市民の意向を社会教育行政に反映させるため、関係者
に対し助言と指導を与えることができる委員のことです。森山さ
んは、平成13年度から10年間、市社会教育委員長のほか県社会
教育委員連絡協議会の役員を務められました。

長崎県社会教育委員連絡協議会表彰を受賞
まこと



平戸市からのお知らせ平戸市からのお知らせ

　

平
戸
市
戦
没
者
追
悼
式
を
行
い
ま
す

　　
　
　
　
　
　

問
福
祉
保
健
部
福
祉
課
総
務
班

　　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
６
３

　

い
の
ち
を
守
ろ
う「
自
殺
予
防
週
間
」

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
福
祉
課
障
害
福
祉
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
６
７

募　

集

問
企
画
課
政
策
企
画
班

　

☎
内
線
２
３
３
６

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」の

購
入
は
県
内
で
！

問
長
寿
保
険
課
国
保
年
金
班

　

☎
内
線
２
５
９
３

年
金
事
務
所
の
週
末
相
談
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

問
市
民
課
生
活
環
境
班

　

☎
内
線
２
５
２
９

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す問

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

　

☎
内
線
２
６
２
５

市
民
の
み
な
さ
ん
の
温
か
い
応
援

を
お
願
い
し
ま
す

問
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
内
線
２
１
４
７

平
成
23
年
度
第
２
回
危
険
物
取
扱
者

試
験
に
つ
い
て

問
税
務
課
滞
納
整
理
班

　

☎
内
線
２
５
４
４

長
崎
県
市
町
合
同
公
売
会 

in 

大
村

が
開
催
さ
れ
ま
す

問
都
市
計
画
課
都
市
計
画
班

　

☎
内
線
２
２
９
２

「
平
成
23
年
度
平
戸
市
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
て
い
ま
す

競技種目 競技日程 競 技 会 場 競技種目 競 技日程 競 技 会 場
ソフトボール
剣 道
サ ッ カ ー
ソフトテニス
弓 道
軟 式 野 球
バドミントン
ゲートボール
バスケットボール
卓 球
グラウンドゴルフ
ラ グ ビ ー

9月  4日（日）
9月  4日（日）
9月  4日（日）
9月  4日（日）
9月  4日（日）
9月  4日（日）
9月  4日（日）
9月  6日（火）
9月11日（日）
9月 11日（日）
9月13日（火）
9月18日（日）

田平公園グラウンド
田平町体育館
ライフカントリー
亀岡庭球場
猶興館高校弓道場
赤坂野球場・生月勤労者体育C
文化センター
中部市民運動場
生月中体育館
文化センター
ライフカントリー
猶興館高校グラウンド

バレーボール

陸 上
テ ニ ス
水 泳
柔 道
相 撲
空 手 道
北部健康まつり
中部健康まつり
南部健康まつり
大島村体育大会

   9月11日（日）
 10月  1日（土）
  9月 23日（祝・金）
10月  2日（日）予定
10月  9日（日）
10月10日（祝・月）
10月16日（日）
11月  6日（日）
10月  9日（日）
10月  9日（日）
10月  9日（日）
10月  9日（日）

平戸小体育館（婦人）
中部中体育館（一般）
ライフカントリー
亀岡庭球場
シーライフひらど（新規）
平戸中体育館
平戸市営相撲場
平戸中体育館
ライフカントリー
中部市民運動場
南部市民グラウンド
大島中学校グラウンド

申
・
問
福
祉
課
子
育
て
支
援
班

　
　
　

☎
内
線
２
５
７
４

「
ノ
ー
バ
デ
ィ
ー
ズ
パ
ー
フ
ェ
ク

ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」開
催
し
ま
す

い
た
と
き
に
は
、
声
を
か
け
て
悩
み
に
耳
を
傾

け
、
必
要
が
あ
れ
ば
専
門
家
へ
つ
な
ぎ
、
そ
の

後
も
本
人
の
様
子
を
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

対
応
に
悩
む
と
き
は
、
福
祉
課
障
害
福
祉
班

ま
た
は
県
北
保
健
所
保
健
福
祉
班（
☎
57‐

３

９
３
３
）ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

９
月
21
日
か
ら
30
日
ま
で
の
10
日
間「
秋
の

全
国
交
通
安
全
運
動
」が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
、
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

○
重
点
項
目

　

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
、
自
転
車
乗

　
　

車
中
の
交
通
事
故
防
止

　

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

　
　

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

 　

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

市
民
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
健
康
増
進

を
図
る
た
め
、
９
月
４
日（
日
）か
ら
市
内
会

場
に
お
い
て「
第
６
回
平
戸
市
民
体
育
祭
」が

下
記
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
回
か
ら
新

た
に
水
泳
競
技
が
新
た
に
加
わ
り
ま
す
。

　　

県
内
市
町
合
同
で
、
市
税
徴
収
の
た
め
差
押

動
産
の
合
同
公
売
会
を「
入
札
」お
よ
び「
せ
り

売
り
」方
式
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

10
月
８
日（
土
）午
前
９
時
〜
受

　

付
開
始

○
と
こ
ろ　

大
村
市
シ
ー
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら　

　
（
大
村
市
幸
町
25‐

33
）

　

※

電
化
製
品
、
陶
磁
器
、
日
用
品
な
ど
約
５

　
　

０
０
点
を
出
品
予
定
で
す
。

　

佐
世
保
年
金
事
務
所
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り

年
金
の
週
末
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

毎
月
第
２
土
曜
日　

午
前
９
時
30

　

分
〜
午
後
４
時

○
と
こ
ろ　

佐
世
保
年
金
事
務
所（
佐
世
保
市

　

稲
荷
町
２‐

37
）

　

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
佐
世
保
年
金
事

務
所（
☎
０
９
５
６-

34-

１
１
４
５
）ま
で
。

　

９
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
の
７
日
間
は
、
自

殺
予
防
週
間
で
す
。
周
囲
の
人
の
変
化
に
気
づ

　
「
ノ
ー
バ
デ
ィ
ー
ズ
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
プ
ロ
グ

ラ
ム
」は
、
子
育
て
に
自
信
を
持
っ
て
自
分
に

あ
っ
た
子
育
て
の
仕
方
を
見
つ
け
る
講
座
で
す
。

○
と　

き

　

10
月
18
日（
火
）・
25
日（
火
）11
月
１
日（
火
）・

　

８
日（
火
）・
15
日（
火
）・
22
日（
火
）・
29

 

日（
火
）・
12
月
６
日（
火
）

　

全
８
回
、
午
前
10
時
〜
正
午

○
と
こ
ろ　

田
平
町
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

○
対
象
者　

０
歳
〜
５
歳
の
子
ど
も
を
持
つ
親

○
参
加
人
数　

10
人
〜
14
人（
先
着
順
）

○
申
込
方
法　

参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
電
話

　

で
福
祉
課
子
育
て
支
援
班
へ
お
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。

○
申
込
締
切
日　

10
月
７
日（
金
）

　

現
在
平
戸
市
で
は
、
将
来
の
平
戸
市
の
姿
を

展
望
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る『
平
戸

市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』の
策
定
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
将
来
の
都
市
計
画
区
域
内
の

道
路
や
公
園
と
い
っ
た
生
活
に
深
く
関
わ
る
施

設
や
、
土
地
利
用
な
ど
を
考
え
る
際
の
基
本
と

な
る
も
の
で
す
。
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
ほ
か
、
市
民
の
み

な
さ
ん
の
意
見
を
求
め
ま
す
。

○
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
ご
協
力
に
つ
い
て　

　
　

平
成
23
年
７
月
１
日
現
在
で
、
市
内
に
居

　

住
す
る
満
18
歳
以
上
の
市
民
を
対
象
に
、
３
，

　

０
０
０
人
を
無
作
為
に
選
ん
で
実
施
し
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
９
月
中
に
発
送
し
ま
す
の
で
、

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

戦
没
者
の
遺
徳
を
し
の
び
、
追
悼
の
心
を
さ

さ
げ
、
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
す
る
た
め
、

戦
没
者
追
悼
式
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
追
悼
式
は
、
平
戸
市
戦
没
者
慰

霊
奉
賛
会
の
主
催
で
行
わ
れ
ま
す
。
ご
遺
族
を

は
じ
め
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
参
列
を
お
願
い

し
ま
す
。

○
と　

き　

９
月
30
日（
金
）午
前
10
時
開
式

　
（
午
前
９
時
〜
受
付
）

○
と
こ
ろ　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

　

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
が
９
月
26
日
か

ら
発
売
さ
れ
ま
す
。

　

県
内
で
販
売
さ
れ
た
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、

市
町
の
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
や
環
境
対
策
な
ど

地
域
住
民
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

宝
く
じ
は
、
ぜ
ひ
県
内
で
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

○
発
売
期
間　

９
月
26
日（
月
）〜
10
月
14
日

　
（
金
）

○
価　

格　

１
枚　

３
０
０
円

○
当
選
本
数（
13
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
）

　

１
等（
１
億
５
，
０
０
０
万
円
）　　

13
本

　

２
等（
１
，
０
０
０
万
円
）　　

１
３
０
本

　

３
等（
１
０
０
万
円
）　　
　

１
３
０
０
本

○
抽
選
日　

10
月
21
日（
金
）

　

危
険
物
取
扱
者
試
験
が
、
次
の
と
お
り
実
施

さ
れ
ま
す
。
受
験
願
書
は
消
防
署
で
入
手
で
き

ま
す
。

○
試
験
日　

11
月
23
日（
祝
・
水
）午
前
10
時
〜

○
試
験
会
場　

長
崎
県
立
大
学（
佐
世
保
市
川

　

下
町
１
２
３
）

○
種　

類　

甲
種
、
乙
種（
第
１
類
〜
第
６
類
）、

　

丙
種

○
願
書
受
付
期
間

　

①
書
面
申
請　

９
月
２
日（
金
）〜
９
月
26
日

　
　
（
月
）消
印
有
効

　

②
電
子
申
請　

９
月
23
日（
金
）ま
で

　
　

http://w
w
w
.shoubo-shiken.or.jp/

○
受
験
願
書
の
届
出
先

　
（
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
長
崎
県
支
部
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■７月末までの
　火災救急件数

（　）内は昨年同期
（　）内は昨年同期

火災

救急

16件（  16件）

924件（886件）

■７月の交通事故

件　数

死　者

負傷者
（重傷）７名 （軽傷）53名

48件）

（０名）

（65名）

39件（

0名

60名

■やらんば！平戸応援寄附金

○匿名希望　１名
　８月17日現在　２件　40,000円

(敬称略)

ご協力ありがとうございました。
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９
月
11
日
は「
警
察
相
談
の
日
」で
す
。
当
日

は
出
張
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

○
と　

き　

９
月
11
日（
日
）午
後
１
時
〜
午
後

　

５
時

○
と
こ
ろ　

舘
浦
警
察
官
駐
在
所（
生
月
町
舘

　

浦
）

　

警
察
で
は
、
事
件
や
事
故
に
至
っ
て
い
な
い

場
合
で
も
、
生
活
の
安
全
を
守
る
た
め
に
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
警
察
相
談
は
、
相
談
ダ
イ

ヤ
ル
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
ダ
イ
ヤ
ル　

＃
９
１
１
０

○
受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
45
分　

　
（
平
日
の
み
）

　　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ひ
ら
ど
遊
学
ね
っ
と
で
は
、
次
の
と

お
り
栗
ひ
ろ
い
会
を
開
催
し
ま
す
。
み
な
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
と　

き　

10
月
２
日（
日
）午
後
１
時
〜（
受

　

付
は
午
後
12
時
30
分
〜
）

○
と
こ
ろ　

田
平
の
栗
園（
田
平
町
下
寺
免
・

　

た
び
ら
昆
虫
自
然
園
付
近
）

○
料　

金

　

・
大
人　

１
，
０
０
０
円（
栗
の
お
み
や
げ

　
　

１
ｋ
ｇ
）

　

・
子
ど
も（
小
学
生
以
下
）５
０
０
円（
栗
の

　
　

お
み
や
げ
５
０
０
ｇ
）

　

松
浦
火
力
発
電
所
を
１
日
開
放
し
て「
Ｊ‐

Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
〜
輪
ン
ダ
フ
ル
ホ
リ
デ
ー
＠
ま
つ

う
ら
２
０
１
１
」を
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

10
月
２
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

　

後
３
時

○
と
こ
ろ　

松
浦
火
力
発
電
所（
松
浦
市
志
佐

　

町
）

○
内　

容　

発
電
所
見
学
会
、「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー

　

フ
ォ
ー
ゼ
」シ
ョ
ー
、
パ
ト
カ
ー
・
白
バ
イ

　

に
乗
っ
て
記
念
撮
影
、
起
震
車
で
地
震
体
験
、

　

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
な
ど
。

　　

平
戸
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
植

木
な
ど
の
剪
定
を
中
心
と
し
た
技
能
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

10
月
17
日（
月
）〜
21
日（
金
）

○
と
こ
ろ　

平
戸
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

○
募
集
人
数　

20
人（
先
着
順
）

○
対
象
者　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
職
登
録
を
し

　

た
55
歳
以
上
の
人

○
受
講
料　

無
料

○
申
込
方
法　

事
務
所
に
備
え
付
け
の
申
込
用

　

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

○
申
込
締
切
日　

９
月
30
日（
金
）

　
　不

妊
相
談
の
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す

　

県
北
保
健
所
で
は
、
不
妊
で
悩
む
ご
夫
婦
の

た
め
に
、
保
健
師
が
不
妊
治
療
の
情
報
提
供
や

心
の
悩
み
な
ど
に
つ
い
て
、
相
談
者
の
意
思
と

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊
重
し
て
対
応
し
ま
す
。
相

談
は
す
べ
て
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

○
相
談
時
間　

平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

45
分

「
北
松
地
区
動
物
愛
護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０

１
１
」を
開
催
し
ま
す

　

県
獣
医
師
会
北
松
支
部
で
は
、
動
物
の
愛
護

と
適
正
な
飼
養
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深

め
る
た
め
、
９
月
20
日
か
ら
26
日
ま
で
の
動
物

愛
護
週
間
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、「
動
物
愛

護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を
開
催
し
ま
す
。

　

犬
の
し
つ
け
方
教
室
、
ウ
サ
ギ
や
モ
ル
モ
ッ

ト
と
の
ふ
れ
あ
い
体
験
や
、
犬
・
猫
の
里
親
相

談
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
と　

き　

９
月
23
日（
金
）午
後
１
時
〜
午

　

後
３
時（
雨
天
決
行
）

○
と
こ
ろ　

県
立
北
松
農
業
高
等
学
校（
田
平

　

町
小
手
田
免
）

○
入
場
料　

無
料

【
平
戸
地
区
】

青
木　

乃
咲 

大
輔 

明
の
川
内

栁
本　

晏
児 

光
彦 

潮
の
浦

福
田　

真
由
美 

竜
二 

上
大
垣

石
原　

茉
季 

正 

上
大
垣

野
口　

楓
夏 

智
史 

下
大
垣

松
尾　

紗
良 

桂
宏 

川
内
在

小
田　

隆
仁 

隆
司 

赤
坂　

鴨
川　

京
平　
　
 
孝
幸 

高
越

大
浦　

向
日
葵 

光
陽 

度
島
三
免

津
上　

藤
吾 

隆
行 

川
内
在

【
生
月
地
区
】

吉
永　

彩
華 

誠
司 

山
田

綾
香　

葉
月 

光
二 

舘
浦
屋
敷

【
田
平
地
区
】

西
浦　

瑠
伶 

誠
友 

大
久
保

川
尻　

蒼
空 

行
巳 

永
田

嵜
本　

蒼
大 

秀
次 

永
田

富
尾　

結
衣 

秀
輝 

永
田

品
川　

燿
宏 

利
憲 

下
里

【
大
島
地
区
】

中
村　

利
聖 

成
仁 

的
山
浦

【
平
戸
地
区
】

柴
田　

豊
重 

84
歳 
7
／
19 

紐
差
第
2

山
口　

ゆ
り
子 

63
歳 
7
／
19 

上
大
垣

﨑
村　

信
義 

62
歳 
7
／
23 

向
月

山
浦　

喜
代
子 

96
歳 
7
／
24 

職
人
町

田
中　

義
和 

81
歳 
7
／
25 

敷
佐

岡
山　

ヨ
シ 

87
歳 
7
／
25 

白
浜

福
田　
　

義 

80
歳 
7
／
26 

紐
差
第
2

江
川　

一
夫 

86
歳 
7
／
26 

津
吉
元

七
種　

眞
一 

70
歳 
7
／
27 

魚
の
棚
町

金
子　

芳
子 

53
歳 
7
／
29 

白
浜

鴨
川　

ス
ミ 

92
歳 
8
／
1 

高
越

大
石　

巖 

72
歳 
8
／
1 

宝
亀
第
2

白
石　

一
成 

16
歳 
8
／
2 

中
の
原

藤
村　

惠
美
子 

85
歳 
8
／
7 

紐
差
第
1

井
元　

金
子 

76
歳 
8
／
9 

度
島
三
免

豊
住　

行
秀 

62
歳 
8
／
10 

薄
香
浦

福
住　

康
男 

86
歳 
8
／
10 

志
々
伎
岡

濵
田　

政
男 

79
歳 
8
／
12 

飯
良
第
1

早
田　

正
德 

74
歳 
8
／
12 

戸
石
川

大
浦　

シ
ヅ
ヱ 

81
歳 
8
／
12 

志
々
伎
浦

古
川　

ル
イ 

91
歳 
8
／
14 

高
麗
町

山
口　

キ
ワ 

98
歳 
8
／
15 

曲
り

【
生
月
地
区
】

川
村　

喜
八
郎 

86
歳 
7
／
23 

堺
目

田
中　

ア
サ 

100
歳 
7
／
24 

舘
浦
浜

吉
田　

シ
ズ
ヱ 

75
歳 
7
／
25 

元
触

町
田　

祐
二 

39
歳 
8
／
4 

浦
南

山
市　

ヨ
シ
エ 

72
歳 
8
／
8 

浦
北

石
橋　

ノ
ブ 

89
歳 
8
／
13 

壱
部

平
松　

原
市 

82
歳 
8
／
14 

舘
浦
屋
敷

松
本　

義
雄 

79
歳 
8
／
14 

浦
南

【
田
平
地
区
】

迎　
　

喜
一 

59
歳 
7
／
16 

坊
田

濵
口　

フ
ミ
エ 

66
歳 
7
／
16 

坊
田

瀨
上　

シ
ズ
カ 

72
歳 
7
／
24 

下
寺

栗
山　

善
鶴 

78
歳 
7
／
28 

上
里

竹
島　

キ
ノ 

97
歳 
8
／
6 

上
里

牧
野　
　
 

81
歳 
8
／
7 

永
久
保

　
　
　
　
　
　
　
（
７
／
16
〜
８
／
15
受
付
分
）

警
察
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

平
戸
警
察
署
警
務
課

☎
22-

３
１
１
０

問

松
浦
火
力
発
電
所
を
一
日
開
放
し
ま
す

電
源
開
発（
株
）松
浦
火
力
発
電
所

☎
０
９
５
６-

72-

１
２
０
１

問

県
北
保
健
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

県
北
保
健
所

☎
57‐

３
９
３
３

問

植
木
剪
定
技
能
講
習
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

（
社
）平
戸
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
22-
３
１
０
０

申
・
問

秋
の
栗
ひ
ろ
い
会
を
開
催
し
ま
す

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ひ
ら
ど
遊
学
ね
っ
と（
池
田
）

☎
22-

４
３
７
２

申
・
問

あ
お　
き 

の　

え 

だ
い
す
け

や
な
ぎ
も
と 

あ
ん　
じ 

て
る
ひ
こ

ふ
く　
だ 

ま　

ゆ　

み 

り
ゅ
う
じ

い
し
は
ら 

ま　

き 

た
だ
し

　
の　
ぐ
ち 

ふ
う　
か 

さ
と　
し

ま
つ　
お 

さ　

ら 

か
つ
ひ
ろ

　
お　

だ 

た
か
ひ
と 

り
ゅ
う
じ

か
も
が
わ 

き
ょ
う
へ
い 

た
か
ゆ
き

お
お
う
ら 

ひ　

ま　

り 

こ
う
よ
う

　
つ　
が
み 

と
う　
ご 

た
か
ゆ
き

よ
し
な
が 

い
ろ　
は 

せ
い　
じ

あ
や　
か 

は　
づ
き 

み
つ　
じ

に
し
う
ら 

る　

い 

あ
き
と
も

か
わ
し
り 

そ　

ら 

い
く　
み

さ
き
も
と 

そ
う　
た 

ひ
で
つ
ぎ

と
み　
お 

ゆ　

い 

ひ
で　
き

し
な
が
わ 

あ
き
ひ
ろ 

と
し
の
り

な
か
む
ら 

り　
せ
い 

な
る
ひ
と

し
ば　
た 

と
よ
し
げ

や
ま
ぐ
ち

さ
き
む
ら 

の
ぶ
よ
し

や
ま
う
ら 

き　

よ　

こ

　
た　
な
か 

よ
し
か
ず

お
か
や
ま

ふ
く　
だ 

し
げ
よ
し

　
え　
が
わ 

か
ず　
お

さ
い
く
さ 

し
ん
い
ち

か
ね　
こ 

よ
し　
こ

か
も
が
わ

お
お
い
し 

い
わ
お

し
ら
い
し 

か
ず
な
り

ふ
じ
む
ら 

え　

み　

こ

い
の
も
と 

か
ね　
こ

と
よ
ず
み 

ゆ
き
ひ
で

ふ
く
ず
み 

や
す　
お

は
ま　
だ 

ま
さ　
お

そ
う　
だ 

ま
さ
の
り

お
お
う
ら

ふ
る
か
わ

や
ま
ぐ
ち

か
わ
む
ら 

き　
は
ち
ろ
う

　
た　
な
か

よ
し　
だ

ま
ち　
だ 

ゆ
う　
じ

や
ま
い
ち

い
し
ば
し

ひ
ら
ま
つ 

げ
ん
い
ち

ま
つ
も
と 

よ
し　
お

む
か
え 

き　
い
ち

は
ま
ぐ
ち

　
せ　
が
み

く
り
や
ま 

よ
し
つ
る

た
け
し
ま

ま
き　
の 

し
げ
る

獅
子
舞
の
舞
子
を
大
募
集

宮
の
町
獅
子
舞
保
存
会

☎
０
９
０-

４
９
９
９-

２
４
７
９（
田
中
）

問

　

宮
の
町
獅
子
舞
保
存
会
で
は
、
毎
年
10
月
に

行
わ
れ
る「
平
戸
く
ん
ち
」で
獅
子
舞
を
亀
岡

神
社
に
奉
納
し
、
旧
町
部
で
舞
を
披
露
し
て
い

ま
す
。
大
正
時
代
か
ら
続
く
宮
の
町
の
伝
統
芸

能
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
練
習
は
、
10
月

初
旬
か
ら
行
う
予
定
で
す
。

○
対　

象　

小
学
４
年
生
か
ら
高
校
３
年
生
ま

　

で
の
男
女

○
練
習
日　

毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日　

午
後

　

６
時
30
分
〜
８
時

手頃な価格であなたのお店、会社のＰＲ！


